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史
の
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は
じ
め
に

「歴
史
の
道
」
と
は
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
古
く 

か
ら
人
や
物
、
情
報
の
交
流
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
歴
史
的
に 

由
緒
あ
る
道
や
河
川
、
水
路
の
こ
と
を
総
称
し
て
「歴
史
の
道
」
 

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「中
山
道
を
偲
ぶ
安
中
杉
並
木
」
と
し
て
上
毛
か
る
た
に
も
詠 

わ
れ
て
い
る
中
山
道
を
は
じ
め
と
す
る
三
国.

日
光
例
幣
使
街 

道
な
ど
の
江
戸
時
代
の
諸
街
道
、
古
代
律
令
制
時
代
に
奈
良
の 

都
と
東
国
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
東
山
道
、
中
世
鎌
倉
幕 

府
と
諸
国
と
の
間
に
整
備
さ
れ
た
鎌
倉
街
道
な
ど
、
本
県
に
は 

多
く
の
「歴
史
の
道
」
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
言
ぅ
ま
で
も
な
く
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
そ
の 

姿
や
利
用
の
さ
れ
方
も
変
化
し
、
中
に
は
す
で
に
消
滅
し
文
献 

や
発
掘
調
査
に
ょ
っ
て
の
み
し
か
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
の
で 

き
な
く
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
も
往
時
の 

姿
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
道
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
自
体
が 

貴
重
な
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「歴
史
の
道
」
は 

本
県
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
意
味 

を
も
つ
も
の
で
す
が
、
並
木
街
道
や
関
所
跡
な
ど
と
し
て
部
分 

的
に
法
や
条
例
に
基
づ
き
史
跡
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の 

を
除
き
、
県
土
開
発
な
ど
に
ょ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現 

状
で
す
。
そ
こ
で
、
本
県
で
は
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
昭
和
五 

十
七
年
度
に
か
け
て
県
内
に
所
在
す
る
十
七
の
「歴
史
の
道
」
の 

調
査
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
道
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
歴
史
的
遺
産
の 

現
況
調
査
、
さ
ら
に
道
を
中
心
と
し
た
約
二

km
の
範
囲
に
所
在 

す
る
文
化
財
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
各
道
ご
と 

に
『群
馬
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
と
し
て
ま
と
め
、
第
一
集 

か
ら
第
十
七
集
ま
で
を
刊
行
し
ま
し
た
。(

別
表
参
照)

本
書
で 

は
、
こ
の
調
査
事
業
で
取
り
扱
っ
た
十
七
の
「歴
史
の
道
」
を
原 

則
的
に
対
象
と
し
、
こ
の
十
七
の
「歴
史
の
道
」
を①

中
山
道
と 

信
州
へ
の
道②

三
国
街
道
と
北
へ
の
道③

日
光
例
幣
使
街
道. 

足
尾
銅
山
街
道
と
東
毛
の
道
の
三
つ
に
大
別
し
ま
し
た
。



①
 

中
山
道
と
信
州
へ
の
道
に
は
、
県
内
の
「歴
史
の
道
」
を
代 

表
す
る
中
山
道
を
は
じ
め
下
仁
田
道.

信
州
街
道.

十
石
街 

道
が
あ
り
ま
す
。
中
山
道
は
江
戸
時
代
の
五
街
道
の
一
つ
で
、
 

そ
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
太
平
洋
岸
を
走
る
東
海
道
と
日 

本
海
岸
を
走
る
北
陸
道
と
の
中
間
に
位
置
す
る
か
ら
と
言
わ 

れ
て
い
ま
す
。
東
海
道
の
裏
街
道
と
し
て
江
戸
と
京
都
を
結 

ぶ
重
要
な
街
道
で
あ
り
、
江
戸
日
本
橋
か
ら
京
都
三
条
大
橋 

ま
で
延
長
百
三
十
二
里
余(
約
五
三
〇

km)
、
六
十
九
の
宿
場 

が
置
か
れ
ま
し
た
。
県
内
に
は
、
新
町
、
倉
賀
野
、
高
崎
、
 

板
鼻
、
安
中
、
松
井
田
、
坂
本
の
七
宿
が
置
か
れ
ま
し
た
。

信
州
街
道
は
、
高
崎
で
中
山
道
と
分
か
れ
榛
名
山
の
西
南 

麓
を
通
り
、
鳥
居
峠
を
越
え
て
信
州
須
坂•

飯
山
を
経
て
北 

国
街
道
へ
通
じ
る
道
で
す
。
下
仁
田
道
は
、
中
山
道
本
庄
宿 

か
ら
藤
岡
宿
へ
入
り
、
甘
楽
の
谷
間
を
経
て
、
下

仁
田.

本 

宿
か
ら
和
美
峠
を
越
え
て
中
山
道
追
分
宿
へ
至
る
道
で
す
。
 

他
に
本
宿
か
ら
香
坂
峠
、
内
山
峠
を
越
え
て
、
ま
た
、
下
仁 

田
か
ら
砥
沢
を
経
て
余
地
峠
を
越
え
て
そ
れ
ぞ
れ
信
州
へ
通 

じ
る
道
も
あ
り
ま
し
た
。
十
石
街
道
は
、
中
山
道
新
町
宿
か 

ら
藤
岡•

鬼

石•

万
場
を
経
て
神
流
川
沿
い
を
遡
り
、
十
石 

峠
を
越
え
て
信
州
佐
久
地
方
に
至
る
道
で
す
。

② 

三
国
街
道
と
北
へ
の
道
に
は
、
中
山
道
と
並
ん
で
幕
府
か 

ら
重
視
さ
れ
た
三
国
街
道
や
佐
渡
奉
行
街
道•

清
水
峠
越
往 

還
.

沼
田
街
道.

会
津
街
道
が
あ
り
ま
す
。
三
国
街
道
は
、
 

高
崎
で
中
山
道
と
分
か
れ
榛
名
山
東
麓
を
北
上
し
、
子
持
山. 

小
野
子
山
の
間
の
中
山
峠
を
抜
け
、
赤
谷
川
沿
い
を
遡
り
三 

国
峠
を
越
え
て
越
後•

佐
渡
へ
至
る
街
道
で
す
。
こ
の
三
国 

街
道
は
、
元
来
、
本
庄
で
中
山
道
と
分
か
れ
玉
村
か
ら
利
根 

川
の
右
岸
沿
い
を
上
り
、
総

社.

大
久
保
を
経
て
渋
川
に
至 

る
道
筋
が
本
街
道
で
し
た
。
高
崎
城
下
の
繁
栄
と
と
も
に
い 

つ
し
か
金
古
道
が
本
街
道
の
よ
ぅ
に
な
り
ま
し
た
が
、
佐
渡 

奉
行
は
後
世
ま
で
総
社
を
通
る
古
道
を
利
用
し
た
た
め
、
こ 

の
道
を
佐
渡
奉
行
街
道
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

清
水
峠
越
往
還
は
、
沼
田
城
の
大
手
門
に
向
か
ぅ
御
馬
出 

し
を
起
点
と
し
、
利
根
川
と
そ
の
支
流
の
湯
桧
曽
川
沿
い
を 

遡
り
、
清
水
峠
を
越
え
て
越
後
に
至
る
道
で
す
。
ま
た
、
前



橋
城
下
と
沼
田
城
下
を
結
ぶ
沼
田
街
道
、
沼
田
を
起
点
と
し
、
 

片
品
川
を
遡
り
、
三
平
峠
、
尾
瀬
沼
を
経
て
会
津
へ
通
じ
る 

会
津
街
道
が
あ
り
ま
す
。

③
 

日
光
例
幣
使
街
道
、
足
尾
銅
山
街
道
と
東
毛
の
道
に
は
、
 

日
光
例
幣
使
街
道•

足
尾
銅
山
街
道•

古
河
往
還.

古
戸
桐 

生

道.

日
光
へ
の
脇
往
還
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
光
例
幣
使 

街
道
は
、
日
光
東
照
宮
で
行
わ
れ
た
例
祭
に
京
都
の
朝
廷
か 

ら
派
遣
さ
れ
た
奉
幣
使
が
通
行
し
た
道
で
す
。
中
山
道
倉
賀 

野
宿
か
ら
下
野
国
楡
木
宿
ま
で
の
道
筋
で
、
県
内
に
は
玉
村. 

五

料.

柴
.

木

崎.

太
田
の
五
宿
が
置
か
れ
ま
し
た
。
 

足
尾
銅
山
街
道
は
、
足
尾
銅
山
で
採
掘
さ
れ
た
幕
府
御
用 

銅
を
江
戸
へ
搬
出
す
る
た
め
に
足
尾
か
ら
利
根
川
の
河
岸
ま 

で
に
設
け
ら
れ
た
い
わ
ば
産
業
道
路
で
す
。
こ
の
他
に
も
東 

毛
地
域
に
は
、
桐
生
の
絹
織
物
を
江
戸
に
運
ぶ
北
関
東
の
シ 

ル
ク
ロ
ー
ド
と
も
呼
ぶ
べ
き
古
戸.

桐
生
道
、
太
田
か
ら
下 

野
古
河
に
至
る
古
河
往
還
、
日
光
へ
通
じ
る
日
光
へ
の
脇
往 

還
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
他
に
内
陸
国
群
馬
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
 

も
ぅ
一
つ
の
道
、
利
根
川
の
水
運
で
す
。
利
根
川
本
流
の
他 

に
も
渡
良
瀬.

広
瀨.

烏
川
な
ど
も
利
用
さ
れ
、
河
岸(

か

し

：  

川
の
港)

は
四
〇
以
上
に
も
及
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
に 

な
り
鉄
道
が
開
通
す
る
と
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

No 調査街道名 調査年度 

1足尾銅山街道 昭和53年度 

2日光例幣使街道 〃 

3三国街道 昭和54年度
4沼田・会津街道 ,, 

5信州街道____________

6清水峠越往還 昭和55年度 

7佐渡奉行街道 〃

8古戸•桐生街道 ク

9古河往還____________ ク

W下仁田街道__________

中山道 昭和56年度
12十石街道________ ク _

利根川の水運 ,,

14日光への脇往還 昭和57年度 

15吾妻の諸街道

16東山道 〃
171鈴倉街道 
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中山道は江戸時代の5街道の1つ 
で、東海道の裏街道として江戸と京都 
を結ぶ重要な街道であった。江戸日本 
橋から京都三条大橋まで132里余(約 
530km)、69次。県内には、新町、倉賀 

野、高崎、板鼻、安中、松井田、坂本 
の7宿が置かれ、各宿には本陣・脇本 

陣・問屋・旅蕾など設けられた。参勤 
交代で往来した大名は加賀前田家など 
北陸・西国の30余家に及んだ。また、 
中山道は東海道に比べ大河川の障害が 
少ないことから幕末の和宮降嫁などの 
姫宮の通行、日光例幣使の往路、混雑 
する東海道の副線として利用された。 
碓氷峠をひかえた横川に関所が設けら 

れ、「入鉄砲•出女」を取り締まった。
さらに、中山道は、西上州や信州諸 

藩の年貢米輸送や北国街道と結んで商 

品流通の面でも重要な役割を果たし 
た〇
現在、県内では、碓氷峠越えの旧道、 

碓氷関所跡、横川の茶屋本陣、五料の 
茶屋本陣、原市の杉並木、豊岡の一里 
塚•茶屋本陣、各宿の一部などに当時 
の中山道の面影を偲ぶことができる。

■

中
山
道
と
信
州
へ
の
道

中

山

道



【神
流
川
と
見
通
し
燈
籠(
多
野
郡
新
町)
】

神
流
川
は
武
州
と
上
州
の
国
境
で
、
江
戸
時
代
に 

は
何
力
所
か
に
土
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
 

両
岸
の
間
隔
が
一

km
ほ
ど
あ
り
、
道
も
整
備
さ
れ
て 

お
ら
ず
迷
い
や
す
か
っ
た
。
そ
こ
で
旅
の
安
全
の
た 

め
見
通
し
燈
籠
が
造
ら
れ
た
が
、
し
ば
し
ば
洪
水
に 

ょ
り
流
さ
れ
た
。
そ
こ
で
文
化
十
二(

一
八
一
五)

年
、
 

•
石
造
の
り
っ
ぱ
な
灯
籠
が
両
岸
に
建
て
ら
れ
た
。
新 

町
宿
側
の
灯
籠
は
、
宿
内
の
宿
泊
者
等
か
ら
十
数
年 

間
浄
財
を
集
め
建
立
し
た
も
の
で
、
そ
の
浄
財
の
中 

に
は
小
林
一
茶
の
十
二
文
も
含
ま
れ
て
い
る
。

【新
町
宿(

多
野
郡
新
町)

】

新
町
宿
は
、
慶
安
四
二

六

五

一)

年
に
落
合
村
と 

笛
木
村
が
伝
馬
役
を
命
じ
ら
れ
て
宿
場
と
し
て
成
立 

し
た
。
本
陣
は
小
林
家
と
久
保
家
、
脇
本
陣
は
三
俣 

家
で
い
ず
れ
も
落
合
新
町
に
あ
っ
た
。
問
屋
場
は
落 

合
新
町
と
笛
木
新
町
に
あ
り
、
両
町
毎
月
十
五
日
替 

わ
り
で
勤
め
、
非
番
の
問
屋
が
民
間
の
品
を
運
ん
だ
。
 

高
札
場
は
落
合
新
町
と
笛
木
新
町
の
境
に
設
け
ら
れ 

て
い
た
。
宿
の
長
さ
は
約
一.

三

km
ほ
ど
で
、
旅
籠 

屋
は
四
十
数
軒
あ
っ
た
。

【倉
賀
野
宿(

高
崎
市)

】

宿
並
の
長
さ
五
百
五
十
六
間(
約
一

km)
で
、
県
内 

中
山
道
七
宿
の
ぅ
ち
高
崎
宿
に
次
い
で
人
口
も
多
く

倉賀野宿



賑
わ
っ
た
。
ま
た
、
日
光
例
幣
使
街
道
の
分
岐
点
、
 

利
根
川
舟
運
の
終
点
河
岸
で
も
あ
り
、
信
越
地
方
と 

結
ぶ
輸
送
動
脈
の
水
陸
の
接
点
で
あ
っ
た
。
本

陣

一
、
 

脇
本
陣
二
、
旅
菴
屋
三
十
二
、
問
屋
五
が
あ
り
、
ム
マ 

も
脇
本
陣
一
軒
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
古
い
家
並
み 

が
残
り
当
時
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。

【高
崎
宿
・
城(

高
崎
市)

】

慶
長
三

二

五
九
八)

年
、
井
伊
直
政
が
箕
輪
か
ら 

高
崎
に
城
を
移
し
高
崎
宿
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
高 

崎
は
三
国
街
道
、
信
州
街
道
な
ど
の
分
岐
点
で
も
あ 

り
交
通
の
要
衝
で
も
あ
る
。
宿
並
の
長
さ
約
二.

四 

km
、
問
屋
十
五
、
旅
菴
屋
十
五
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は 

城
下
町
で
あ
っ
た
た
め
に
本
陣.

脇
本
陣
は
置
か
れ 

な
か
っ
た
。
町
並
み
の
規
模
に
比
べ
て
旅
竃
屋
の
数 

が
少
な
い
の
も
特
徴
。

高
崎
城
は
南
北
七
二o
m

、
東
西
五
〇

〇m

の
規 

模
で
、
か
つ
て
は
三
重
の
天
守
閣
と
四
基
の
隅
櫓
が 

あ
っ
た
。
現
在
は
、
僅
か
に
外
堀
の
一
部
と
乾
櫓
を 

残
す
の
み
で
あ
る
。

【上
豊
岡
の
茶
屋
本
陣(

高
崎
市)

】

高
崎
市
上
豊
岡
の
飯
野
氏
宅
で
、
中
山
道
に
面
し 

て
い
る
。
部
屋
は
八
畳
の
間
が
二
つ
並
び
、
こ
の
外 

側
の
北
と
東
に
入
側
を
め
ぐ
ら
し
、
部
屋
の
間
は
襖
、
 

入
側
と
廊
下
の
間
は
障
子
を
立
た
て
、
上
の
間
の
北 

側
西
半
分
は
平
書
院
と
な
っ
て
い
る
。
例
幣
使
や
和 

宮
に
随
行
し
た
公
卿
が
休
憩
し
た
記
録
が
残
る
。

高崎城



豊岡の一里塚

【豊
岡
のI

里
塚(

高
崎
市)

】

- 

里
塚
は
、
街
道
の
一
里
ご
と
に
土
盛
り
を
し
、
 

そ
の
里
程•
の
目
標
と
し
た
塚
。
豊
岡
の
一
里
塚
は
、
 

中
山
道
に
つ
く
ら
れ
た
江
戸
か
ら
二
十
八
番
目
の
も 

の
。
北
側
の
塚
は
原
位
置
を
変
え
て
い
る
が
、
街
道 

の
両
側
に
一
対
と
し
て
残
る
例
と
し
て
は
極
め
て
貴 

重
で
あ
る
。
南
側
の
も
の
は
、
方
五
間(
約

九3

で
、
 

塚
の
上
に
は
模
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

【板
鼻
宿(

安
中
市)

】

板
鼻
宿
は
江
戸
ょ
り
十
四
番
目
の
宿
場
で
、
江
戸 

時
代
の
後
期
の
記
録
に
ょ
れ
ば
宿
並
み
は
約
一.

二 

km
で
家
数
三
百
十
二
軒
、
本
陣
一
、
脇
本
陣
一
、
問 

屋
二
で
あ
っ
た
。
旅
籠
屋
は
約
五
〇
軒
ほ
ど
あ
り
、
 

中
山
道
の
上
州
七
宿
の
ぅ
ち
で
は
一
番
多
く
、
そ
の 

繁
栄
ぶ
り
が
偲
ば
れ
る
。
本
陣
は
木
島
家
で
、
文
久 

元
(

一
八
六
一)

年
に
皇
女
和
宮
が
将
軍
家
茂
に
降
嫁 

す
る
時
に
宿
泊
し
て
い
る
。
現
在
、
本
陣
跡
は
板
鼻 

公
民
館
に
な
っ
て
い
る
が
、
書
院
だ
け
が
残
さ
れ
て 

い
て
、
中
に
は
そ
の
時
に
用
意
さ
れ
た
草
履
が
保
存 

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宿
内
に
は
板
鼻
堰
が
流
れ
て 

い
る
。
こ
れ
は
宿
用
水
と
し
て
開
削
さ
れ
た
も
の
で
、
 

現
在
は
板
鼻
地
区
を
中
心
と
す
る
一
帯
の
水
田
を
潤 

し
て
い
る
。

【安
中
宿■

安
中
藩
武
家
長
屋

•

郡
奉
行
役
宅
跡(

安
中
市)

】



安中藩郡奉行役宅跡

安
中
宿
は
元
和
元
二
六
一
五)

年
、
井
伊
直
勝
が 

安
中
に
封
じ
ら
れ
上
野
尻.

下
野
尻.
か
ら
土
地
を
割 

い
て
、
そ
こ
に
東
西
約
四
〇
〇m

の
宿
並
の
両
側
に 

六
五
軒
の
家
を
建
て
伝
場
宿
と
定
め
た
の
が
始
ま
り 

で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
本
陣
一
、
脇
本
陣
二
、
 

旅
籠
屋
十
七
で
あ
り
、
宿
高
も
な
く
他
の
宿
場
に
比 

ベ
貧
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
宿
内
に
石
川
忠 

房
の
生
祠
及
び
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は 

宿
の
窮
状
か
ら
助
郷
の
半
減
を
幕
府
に
願
い
出
た
の 

を
時
の
道
中
奉
行
石
川
忠
房
に
聞
き
入
れ
て
も
ら
ぅ 

た
め
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

安
中
宿
か
ら
北
に
一
段
上
が
っ
た
と
こ
ろ
が
安
中 

城
跡
で
、
宿
場
の
賑
や
か
さ
と
は
対
照
的
に
静
か
な 

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
安
中
城
は 

永
禄
ニ
ニ 

五
五
九)

年
に
安
中
越
前
守
忠
政
が
こ
こ 

に
城
を
構
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
現
在
は
僅 

か
に
残
る
郡
奉
行
の
役
宅
や
武
家
長
屋
な
ど
に
往
時 

の
姿
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

武
家
長
屋
は
、
安
中
城
西
門
内
側
の
大
名
小
路
に 

面
し
た
内
側
に
東
西
二
棟
並
ん
で
存
在
し
た
長
屋
の 

一
 

つ
。
四
軒
長
屋
で
、
間
口
は
西
か
ら
八.

六
. 

六
.

六
間
と
な
っ
て
い
る
。

郡
奉
行
役
宅
跡
は
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け 

て
猪
狩
幾
右
衛
門
が
郡
奉
行
と
し
て
居
住
し
て
い
た 

と
こ
ろ
。
役
宅
は
大
名
小
路
に
面
し
て
、
七
間X

二 

間
の
長
屋
門
が
あ
り
、
屋
敷
の
中
央
に
母
屋
を
配
し 

て
い
る
。
母
屋
は
、
東
西
に
長
い
間
取
り
の
東
北
部 

に
「上
段
の
間
」
を
突
き
出
し
た
曲
が
り
屋
形
式
で
、
 

本
県
で
は
珍
し
い
。

武
家
長
屋.

郡
奉
行
長
屋
と
も
、
安
中
市
に
ょ
っ 

て
復
元
修
理
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。



五料の茶屋本陣(お東)

【原
市
の
杉
並
木(

安
中
市)

】

原
市
の
中
山
道
沿
い
約
一
km
に
杉
並
木
残
る
。
か 

つ
て
は
、
安
中
市
街
寄
り
に
も
あ
り
、
昭
和
八
年
当 

時
は
三
百
二

十

一
本
を
数
え
た
が
、
現
在
は
、
僅
か 

に
十
数
本
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

【松
井
田
宿(

碓
氷
郡
松
井
田
町)

】

松
井
田
宿
は
既
存
の
集
落
を
拡
張
し
て
宿
駅
に
当 

て
ら
れ
た
宿
場
で
、
宿
並
は
約
七
〇

〇m

ほ
ど
で
あ 

る
。
家
数
二
五
〇
軒
、
本
陣
二
、
脇
本
陣
二
、
問
屋 

場
ニ
カ
所
、
旅
竃
屋
二
十
五
軒
で
あ
る
。
松
井
田
宿 

は
入
山
峠
を
牛
馬
の
背
で
運
ば
れ
た
信
州
方
面
の
廻 

米
を
継
ぎ
立
て
た
。
そ
の
取
り
扱
い
量
が
多
額
で
あ 

る
た
め
、
松
井
田
宿
は
「米
宿
」
と
呼
ば
れ
た
。

金
井
本
陣
は
明
治
十
一
年
、
明
治
天
皇
御
巡
幸
の 

時
に
宿
泊
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
松
本
本 

陣
は
広
大
な
屋
敷
の
中
に
出
入
り
口
四
力
所
の
門
を 

構
え
、
大
き
な
主
屋
の
ほ
か
に
土
蔵
や
付
属
施
設
を 

配
し
て
い
た
。
今
も
庭
や
井
戸
、
土
蔵
な
ど
が
残
さ 

れ
て
い
る
。

【横
川
と
五
料
の
茶
屋
本
陣

(

碓
氷
郡
松
井
田
町)

】

茶
屋
本
陣
と
は
、
休
憩
や
昼
食
な
ど
に
利
用
さ
れ



碓氷関所跡

た
も
の
〇
横
川
の
茶
屋
本
陣
は
武
井
氏
宅
で
、
中
山 

道
に
面
し
て
い
る
。
建
物
の
内
部
は
取
り
つ
き
の
間
、
 

次
の
間
、
上
段
の
間
に
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
取
り
つ 

き
の
間
の
東
側
は
入
側
に
ょ
っ
て
母
屋
と
境
を
接
し 

て
い
る
。

五
料
の
茶
屋
本
陣
は
二
軒
の
名
主
宅(

と
も
に
中 

島
家)

で
、
そ
れ
ぞ
れ
「お
東
」
「お
西
」
と
呼
ば
れ
て 

い
る
。
現
在
、
町
で
保
存
修
理
を
行
い
公
開
さ
れ
て 

い
る
。

【碓
氷
関
所(

碓
氷
郡
松
井
田
町)

】

横
川
関
所
と
も
い
ぅ
。
元
和
ニ
ニ 

六
一
六)

年
開 

関
。
安
中
藩
が
歴
代
管
轄
警
備
に
当
た
る
。
東
門
と 

西
門
が
九
四m

ほ
ど
隔
て
て
道
を
押
さ
え
、
北
側
に 

番
所
、
南
側
に
同
心
長
屋
な
ど
が
配
さ
れ
た
。

現
在
、
関
所
跡
地
に
東
門
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

【坂
本
宿(

碓
氷
郡
松
井
田
町)

】

坂
本
宿
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
慶
長
年
間
に
計
画 

的
に
設
置
さ
れ
た
宿
場
で
、
往
還
の
北
側
と
南
側
に 

一
六
〇
軒
の
家
を
建
て
た
。
宿
並
の
長
さ
は
六
町
十 

九
間(
約
七
〇
〇

111)
で
、
本
陣
二
軒
、
脇
本
陣
二
軒
、
 

問
屋
場
ニ
カ
所
、
旅
竃
五
十
三
軒
が
ぁ
っ
た
。



【碓

氷

峠(

碓
氷
郡
松
井
田
町)

】

•

峠
の
旧
道
…
坂
本
宿
か
ら
熊
野
神
社
ま
で
の
約
八+ 

km
の
区
間
は
、
車
道
か
ら
隔
離
さ
れ
、
 

峠
越
え
の
道
が
よ
く
残
る
。
沿
道
に 

は
、
堂
峰
番
所
跡
、,
弘
法
の
井
戸
、
 

茶
屋
跡
、
石
仏
等
が
あ
り
、
中
山
道 

の
中
で
も
最
も
往
時
の
姿
を
偲
ば
せ 

て
：；

る
。

•

熊
野
神
社
…
碓
氷
峠
の
群
馬•

長
野
両
県
の
県
境 

に
鎮
座
す
る
三
社
神
社
で
、
県
境
に 

本
宮
、
群
馬
県
側
に
新
宮
、
長
野
県 

側
に
那
智
宮
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
 

社
伝
で
は
、
日
本
武
尊
が
東
征
帰
路 

の
際
、
道
に
迷
い
、
紀
伊
国
熊
野
の 

山
中
の
ナ
ギ
の
葉
を
く
わ
え
た
ヤ
タ 

烏
が
案
内
し
て
無
事
峠
に
到
着
し
た 

こ
と
か
ら
熊
野
神
社
を
勧
進
し
た
と 

い
ぅ
。

境
内
に
は
、
県
指
定
重
要
文
化
財 

の
梵
鐘
を
は
じ
め
、
松
井
田
町.

軽 

井
沢
町
指
定
文
化
財
な
ど
が
多
く
存 

在
す
る
。

碓氷峠の旧道



■

中
山
道
と
信
州
へ
の
道

下

仁

田

道

中山道本庄宿から藤岡宿へ入り、甘 

楽の谷合いを経て、信州へ通じる脇往 

還。道は下仁田で2つに分かれ、1つ 

は北西に向かい本宿(下仁田町)へ至り、 

そこからさらに和美峠道と内山峠道に 

分かれる。もう1つは南西に向かい砥 

沢(南牧村)へ至り、余地峠を越える道 

である。本宿に西牧関所(藤井関所)、 

砥沢に南牧関所が置かれた。特に、砥 

沢から産出される砥石は、近世初頭以 

来幕府御用砥となり、下仁田道はその 

江戸への搬出路として重視され、下仁 

田、富岡、藤岡には砥蔵が置かれて問 

屋がその輸送に当たった。



【吉
井
宿■

吉
井
藩(

多
野
郡
吉
井
町)

】

■
吉
井
の
集
落
は
天
正
十
八(

一
五
九
〇)

年
、
矢
田 

郷
を
分
郷
し
て
生
ま
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
吉
井 

は
小
幡.

七
日
市
藩
の
人
馬.

貨
物
の
継
ぎ
立
て
を 

し
て
い
た
の
で
宿
と
言
わ
れ
て
い
た
。
住
民
は
兼
業 

農
家
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
専
業
を
営
み
、
付
近
村 

落
に
対
し
て
日
用
品
を
供
給
し
、
宿
内
に
は
問
屋
、
 

御
用
宿
、
飛
脚
屋
な
ど
が
あ
っ
た
。
問
屋
は
名
主
秋 

山
三
左
衛
門
が
勤
め
た
。
江
戸
時
代
の
吉
井
の
特
産 

品
と
し
て
「火
打
ち
が
ね
」
が
あ
る
。
関
東
の
人
々
が 

善
光
寺
参
り
を
す
る
時
に
吉
井
を
通
り
、
「吉
井
燧
」
 

の
名
声
が
高
ま
っ
た
。

吉
井
藩
は
一
七
世
紀
後
半
一
万
石
と
し
て
置
か
れ 

る
。
陣
屋
跡
は
上
信
電
鉄
「吉
井
駅
」
の
南
側
に
位
置 

し
、
現
在
、
陣
屋
表
門
の
一
部
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

吉井藩陣屋表門



【福

島

宿(

甘
楽
郡
甘
楽
町)

】

福
島
宿
は
甘
楽
谷
の
入
り
口
に
あ
り
、
ま
た
、
下 

仁
田
道
の
宿
と
し
て
小
規
模
な
が
ら
そ
の
機
能
を
果 

た
し
て
き
た
。
問
屋
の
屋
号
も
二
軒
あ
り
、
伝
馬
や 

一
般
荷
物
の
継
ぎ
立
て
が
行
わ
れ
た
。
福
島
宿
の
も 

う
ひ
と
つ
の
特
色
は
鏑
川
の
水
運
で
あ
る
。
下
仁
田 

と
中
間
の
福
島
、
そ
れ
に
藤
岡
の
森
新
田
の
三
力
所 

に
河
岸
が
設
け
ら
れ
、
通
船
あ
る
い
は
筏
を
流
し
た
。
 

【小
幡

陣

屋(

甘
楽
郡
甘
楽
町)

】

福
島
宿
の
南
二.

五
km
に
小
幡
陣
屋
と
そ
の
城
下 

町
が
あ
る
。
陣
屋
は
雄
川
の
蛇
行
を
う
ま
く
利
用
し 

て
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
庭
園
で
あ
る
楽
山
園
は
後 

ろ
の
山
を
借
景
と
し
て
い
る
。
城
下
町
は
町
並
み
の 

中
央
に
雄
川
の
清
流
を
と
う
と
う
と
流
し
、
住
民
に 

よ
っ
て
大
切
に
管
理
保
全
さ
れ
て
い
る
。
今
も
古
い 

立
派
な
家
並
み
が
多
く
見
ら
れ
る
。

小幡陣屋(楽山園)



【富

岡

宿(

富
岡
市)

】

■
富
岡
宿
は
慶
長
十
六(

一
六
ー
ー)

年
に
代
官
中
野 

七
造
が
宮
崎
宿
か
ら
移
転
さ
せ
て
富
岡
新
田
町
を
都 

市
計
画
し
、
開
発
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
上
、
中
、
 

下
の
三
町
が
交
代
で
問
屋
職
を
勤
め
、
上
町
は
松
浦 

家
、
中
町
は
高
橋
家
、
下
町
は
高
橋
家
と
黒
沢
家
が 

そ
れ
ぞ
れ
問
屋
を
勤
め
た
。
富
岡
宿
が
開
か
れ
た
一 

つ
の
理
由
と
し
て
南
牧
の
砥
沢
か
ら
産
出
さ
れ
る
幕 

府
御
用
砥
の
中
継
地
点
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
た
。
 

江
戸
時
代
に
は
、
現
在
の
満
願
寺
の
東
当
た
り
に
江 

戸
の
奈
良
屋
彦
次
郎
所
有
の
砥
蔵
屋
敷
が
あ
り
、
こ 

こ
に
砥
蔵
二
棟
が
あ
っ
た
。
富
岡
宿
は
そ
の
後
、
周 

辺
の
養
蚕
業
を
背
景
と
し
て
絹
市
が
開
か
れ
る
ょ
ぅ 

に
な
り
、
明
治
に
な
る
と
富
岡
製
糸
場
が
つ
く
ら
れ 

る
要
因
に
も
な
っ
た
。
富
岡
製
糸
場
は
明
治
五 

(

一
八
七
二)

年
、
政
府
の
殖
産
興
業
の
一
環
と
し
て 

洋
式
機
械
を
導
入
し
た
官
営
模
範
工
場
で
あ
る
。

【七
日

市

藩(

富
岡
市)

】

元
和
ニ
ニ 

六
一
六)

年
、
加
賀
前
田
利
家
の
五
男 

利
孝
が
封
じ
ら
れ
て
立
藩
。
富
岡
高
校
内
に
陣
屋
の 

正
殿
、
黒
門
が
残
る
。
ま
た
、
家
老
職
を
勤
め
た
二 

軒
の
保
坂
家
に
は
長
屋
門
が
残
る
。

七日市藩正殿御殿



【I

の

宮(

富
岡
市)

】

一
 

の
宮
は
貫
前
神
社
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き 

た
。
貫
前
神
社
は
経
津
主
命.

姫
大
神
を
祭
神
と
し
、
 

古
く
か
ら
上
野
国
の
一
の
宮
と
称
さ
れ
て
き
た
県
下 

随
一
の
名
社
で
あ
る
。
社
殿
は
表
門
よ
り
低
い
位
置 

に
あ
り
、
下
り
参
道
の
形
が
と
ら
れ
た
極
め
て
珍
し 

い
形
態
で
あ
る
。
本
殿.

拝
殿.

楼
門
は
江
戸
時
代 

に
三
代
将
軍
家
光
に
よ
つ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
 

い
ず
れ
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

一
の
宮
は
こ
の
貫
前
神
社
の
参
詣
客
で
賑
わ
い
、
旅 

館
や
売
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。

【宮

崎

宿(

富
岡
市)

】

宮
崎
宿
は
宿
の
面
影
を
比
較
的
よ
く
伝
え
、
最
近 

ま
で
は
格
子
戸
の
家
が
い
く
つ
か
残
つ
て
い
た
。
多 

く
の
旅
人
が
往
来
し
た
頃
は
、
全
て
の
業
種
の
商
家 

が
軒
を
連
ね
、
こ
の
宿
内
で
買
い
得
な
い
日
用
品
は 

な
か
つ
た
と
い
ぅ
。
ま
た
、
か
つ
て
は
こ
こ
に
桐
生 

の
佐
羽
、
大
戸
の
加
部
と
共
に
上
州
の
三
分
限
者
の 

一
人
と
さ
れ
た
鈴
木
家
の
白
壁
造
り
の
大
き
な
家
と 

蔵
が
あ
つ
た
。

宮崎宿



【
下
仁
田
宿(

甘
楽
郡
下
仁
田
町)

】

■

下
仁
田
は
南
牧
川
と
西
牧
川
と
の
合
流
点
に
発
達 

し
た
谷
口
集
落
。
早
く
か
ら
米.

麻
.

木
炭
な
ど
の 

問
屋
が
多
数
軒
を
並
べ
た
。
現
在
も
土
蔵
な
ど
が
多 

く
見
ら
れ
る
。

【下
仁
田
戦
争
関
連
文
化
財

(

甘
楽
郡
下
仁
田
町)

】

下
仁
田
戦
争
は
元
治
元
二
八
六
四)

年
、
水
戸
藩 

尊
攘
派
の
天
狗
党
と
高
崎
藩
士
と
が
交
戦
し
た
事 

件
。
幕
府
は
中
山
道
沿
い
の
諸
藩
に
追
撃
を
命
じ
た 

の
で
、
上
京
に
際
し
天
狗
党
は
本
庄
か
ら
下
仁
田
道 

を
と
っ
た
。
高
崎
藩
士
戦
死
の
碑
、
水
戸
藩
士
の
墓
、
 

交
戦
の
銃
弾
の
残
る
土
蔵
な
ど
関
連
の
文
化
財
が
残 

る
〇【石

造

物(

甘
楽
郡
下
仁
田
町)

】

下
仁
田
道
沿
い
、
特
に
、
下
仁
田
町
に
は
多
く
の 

石
造
文
化
財
が
所
在
す
る
。
こ
の
中
で
伊
勢
山
、
清 

水
沢
の
百
庚
申
、
初
鳥
屋
の
八
十
八
箇
所
霊
場
、
市 

川
米
庵
書
等
の
庚
申
塔
な
ど
他
の
地
域
で
は
あ
ま
り 

見
ら
れ
な
い
貴
重
な
も
の
が
多
く
存
在
す
る
。

【西
牧
関
所(

甘
楽
郡
下
仁
田
町)

】

西牧関所跡



藤
井
関
所
と
も
い
う
。
文
禄
ニ
ニ 

五
九
三)

年
に 

創
設
。
本
宿
村
、
森
平
村
、
根
古
屋
村
の
名
主
ら
が 

番
頭
と
な
り
、
西
牧
領
全
村
民
が
交
代
で
下
番
を
勤 

め
た
。

【本

宿(

甘
楽
郡
下
仁
田
町)

】

本
宿
は
い
か
に
も
宿
場
を
思
わ
せ
る
ょ
う
な
家
並 

み
、
特
に
古
い
母
屋
、
土
蔵
が
多
く
、
格
子
窓
の
家 

も
二
、
三
軒
見
受
け
ら
れ
る
。

【市
野
萱
集
落(

甘
楽
郡
下
仁
田
町)

】

市
野
萱
は
、
天
明
五
二
七
八
五)

年
に
三.

七.

一
 

〇
の
市
日
を
も
つ
米
市
場
が
開
設
さ
れ
、
米
の
集
散 

地
と
し
て
栄
え
た
。
か
つ
て
は
米
を
つ
く
た
め
の
水 

車
が
川
沿
い
の
集
落
に
多
く
見
ら
れ
た
が
、
今
で
は 

一
部
に
水
路
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
家
並
み
は
北 

西
に
向
か
う
緩
や
か
な
坂
道
の
両
側
に
並
び
、
そ
の 

石
垣
が
か
つ
て
の
街
道
集
落
の
面
影
を
伝
え
て
い 

る
〇【初

鳥

屋

宿(

甘
楽
郡
下
仁
田
町)

】

初
鳥
屋
は
和
美
峠
下
の
集
落
と
し
て
早
く
か
ら
開 

け
、

一
日
に
信
州
か
ら
馬
百
頭
分
の
米
が
運
ば
れ
、
 

こ
こ
で
荷
造
り
を
し
て
江
戸
方
面
に
運
び
出
さ
れ 

た
。
今
で
も
問
屋
、
亀
松
屋
、
玉
木
屋
な
ど
の
屋
号 

で
呼
ば
れ
る
家
が
あ
り
、
当
時
を
偲
ば
せ
て
い
る
。

本宿



【南
牧
関
所(

甘
楽
郡
南
牧
村)

】

慶
長
十
ニ
ニ
六
〇
七}

年
に
土
豪
市
川
五
郎
兵
衛 

が
関
所
番
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
。
番
人
は
足 

軽
一
、
中
間
二
人
で
あ
っ
た
。
砥
沢
集
落
の
東
端
で
、
 

北
に
山
を
背
負
い
、
南
は
南
牧
川
を
臨
む
交
通
の
要 

地
。

【砥
沢
宿(

甘
楽
郡
南
牧
村)

】

砥
沢
は
「上
野
砥
」
「御
蔵
砥
」
と
し
て
有
名
な
砥
石 

の
産
地
で
あ
り
、
米
市
場
と
し
て
、
ま
た
、
上
信
の 

交
通
の
要
地
の
宿
。
現
在
も
細
い
県
道
の
両
側
に
は 

古
い
家
並
み
や
土
蔵
が
残
る
。
ま
た
、
砥
石
職
人
の 

氏
神
様
を
祀
る
砥
沢
神
社
や
砥
切
百
姓
の
安
全
祈
願 

を
行
っ
た
中
道
院
な
ど
が
あ
る
。

砥沢宿



■

中
山
道
と
信
州
へ
の
道

信
州
街
道 高崎から榛名山南麓を通り、鳥居峠 

を越えて信州須坂・飯山を経て北国街 

道へ通じる脇往還。別名、大笹・仁礼 

道、または、大戸通りともいう。鳥居 

峠越えの道は中世以来真田氏の上州進 

出路であったが、近世に入ってからは 

北国街道筋から江戸へ至るのに中山道 

より10里余も短いことから、飯山・須 

坂・松代3藩の迴米輸送路のほか、北 

信との商品輸送路として重要な役割を 

もった〇

宿場は、神山・室田・三の倉•大 

戸・須賀尾・狩宿・鎌原•大笹に置か 

れ、大戸・狩宿・大笹には関所が設け 

られた。



【中
山
道
と
の
分
さ
れ
】

高
崎
市
下
豊
岡
町
で
中
山
道
と
分
か
れ
、
信
州
街 

道
が
始
ま
る
。
分
岐
点
に
は
道
標
が
建
つ
。

【神
山
宿(

群
馬
郡
榛
名
町)

】

神
山
宿
の
家
並
み
は
東
西
約
一

km
ほ
ど
で
、
東
よ 

り

下.

中
.

本
町
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
高

札

場•

本 

陣
.

問

屋.

市
神
等
は
本
町
に
あ
っ
た
。
中
世
上
山 

城
時
代
の
根
古
屋
が
街
道
集
落
と
し
て
発
展
し
た
も 

の
で
、
延
享
三
二
七
四
六)

年
に
宿
駅
制
に
組
み
込 

ま
れ
る
。
本
陣
兼
問
屋
は
木
屋
重
兵
衛(

大
木
屋)

、
 

脇
本
陣
兼
問
屋
は
田
島
卯
左
衛
門(
下
ノ
木
屋)

、
問 

屋
は
中
曽
根
権
蔵
が
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
、
上
流
か
ら
の 

材
木
を
扱
っ
た
材
木
問
屋
が
栄
え
、
特
に
大
木
屋
は 

大
戸
の
加
部
安
左
衛
門
と
並
ぶ
豪
商
で
あ
っ
た
。
今 

も
短
冊
地
割
り
な
ど
に
昔
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で 

き
る
が
、
他
の
宿
に
比
べ
土
蔵
造
り
が
多
い
の
も
特 

徴
で
あ
る
。

【室
田
宿(

群
馬
郡
棒
名
町)

】

室
田
宿
は
一
六
世
紀
初
め
に
長
野
業
尚
が
鷹
留
城 

を
築
造
し
て
か
ら
、
谷
口
集
落
か
ら
街
道
集
落
、
さ 

ら
に
根
小
屋
と
し
て
成
長
し
、
寛
永
八(

一
六
三
一) 

年
に
大
戸
関
が
開
か
れ
る
と
同
時
に
宿
駅
と
な
つ 

た
。
本
陣
一
、
脇
本
陣
二
、
問
屋
六
な
ど
が
あ
っ
た 

が
、
問
屋
や
本
陣
を
兼
ね
て
い
た
家
も
あ
っ
た
。
室 

田
宿
は
宝
暦
十
二 

七
六
〇)

年
に
継
ぎ
立
て
を
め
ぐ 

る
神
山
宿
と
の
対
立
に
敗
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
一 

時
的
に
衰
退
し
た
が
、
村
民
有
志
に
よ
る
三
ノ
倉
道 

の
開
設
な
ど
に
よ
り
勢
い
を
取
り
戻
し
た
。
短
冊
形

神山宿



地
割
り
。
析
形
跡
、
高
札
場
跡
な
ど
に
宿
場
時
代
の 

名
残
り
を
留
め
て
い
る
。

【三
ノ
倉
宿(

群
馬
郡
倉
渕
村)

】

三
ノ
倉
宿
は
宿
の
北
側
に
あ
る
栗
崎
城
の
根
小 

屋
、
街
道
集
落
と
し
て
発
達
し
、
大
戸
関
が
開
か
れ 

る
と
と
も
に
宿
駅
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上 

組
名
主
兼
本
陣.

問
屋
は
現
在
の
三
ノ
倉
公
会
堂
付 

近
に
あ
っ
た
が
、
下
組
名
主
兼
本
陣.

問
屋
の
場
所 

に
つ
い
て
は
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
家
並
み
は 

街
道
に
対
し
て
一
五
度
程
度
の
角
度
を
な
し
て
お 

り
、
現
在
も
藍
屋.

油

屋.

木
屋
な
ど
の
屋
号
で
呼 

ば
れ
る
家
も
残
っ
て
い
る
。

【大
戸
宿■

大
戸
関
所(

吾
妻
郡
吾
妻
町)

】

大
戸
宿
は
中
之
条
を
経
て
三
国
街
道
に
、
大
柏
木 

を
経
て
川
原
湯
温
泉
へ
、
ま
た
榛
名
山.

伊
香
保
温 

泉
へ
通
じ
る
道
の
分
岐
点
で
あ
る
交
通
の
要
衝
で
あ 

っ
た
。
天
保
年
間
の
絵
図
に
ょ
る
と
家
並
み
は
道
路 

を
挟
ん
で
整
然
と
軒
を
連
ね
、
家
数
六
十
八
軒
で
あ 

っ
た
。
宿
の
北
側
に
は
上
州
一
の
分
限
者
加
部
安
左 

衛
門
の
屋
敷
が
あ
る
。
加
部
安
左
衛
門
は
農
業
、
金 

融
業
、
輸
送
業
、
材
木
業
、
鉱
山
業
、
酒
造
業
な
ど 

を
営
み
ほ
か
幕
末
に
は
横
浜
で
外
国
貿
易
を
行
い
巨 

万
の
富
を
得
た
。

大
戸
宿
の
北
側
、
温
川
沿
い
の
地
に
は
大
戸
関
所 

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
大
戸
関
所
は
古
く
戦
国
時
代 

の
真
田
氏
ょ
る
北
毛
支
配
の
頃
か
ら
置
か
れ
た
。
元 

和
元(

一
六
一
五)

年
に
は
幕
府
の
代
官
支
配
と
な
り
、
 

信
州
街
道
第
一
の
関
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た 

し
た
。

大戸関所跡



【須
賀
尾
宿(

吾
妻
郡
吾
妻
町)

】

江
戸
時
代
に
西
方
の
元
の
宿
か
ら
移
転
成
立
。
文 

献
に
よ
る
と
北
町
ー
ー
十
ー
ー
軒
、
南
町
十
七
軒
の
計
三 

十
九
軒
が
地
割
り
さ
れ
て
い
る
。
高
札
場
が
本
陣
前 

に
ー
カ
所
、
ほ
ぼ
中
央
に
八
坂
神
社
が
位
置
す
る
。
 

俳
人
一
茶
も
草
津
温
泉
に
行
く
と
き
に
一
泊
し
て
い 

る
。

【万
騎
峠(

吾
妻
郡
吾
妻
町)

】

須
賀
尾
宿
を
西
に
進
み
四
本
辻
を
北
に
辿
る
と 

「右

く

さ

つ

道 

左 

し
ん
州
道
」
と
書
か
れ
た
道 

し
る
べ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
須
賀
尾
峠
を 

越
え
て
草
津
温
泉
へ
、
そ
し
て
万
騎
峠
を
経
て
信
州 

へ
行
く
分
岐
点
で
あ
る
。
万
騎
峠
の
名
の
由
来
は
、
 

源
頼
朝
が
浅
間
狩
り
に
出
向
い
た
際
に
万
騎
の
勢
を 

引
き
連
れ
て
峠
を
越
し
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
、
近 

く
に
は
頼
朝
に
ゆ
か
り
の
深
い
伝
え
が
い
く
つ
か
残 

さ
れ
て
い
る
。
峠
か
ら
の
眺
望
は
す
ば
ら
し
く
、
白 

根
.

四
阿
山
な
ど
の
山
々
を
は
じ
め
鳥
居
峠
ま
で 

一
 

望
で
き
る
景
勝
地
で
あ
る
。

【狩
宿
関
所(

吾
妻
郡
長
野
原
町)

】

寛
文
二(

一
六
六
二)

年
創
設
。
最
初
は
沼
田
藩
主 

真
田
氏
が
管
理
し
て
い
た
が
、
真
田
氏
が
改
易
と
な

須賀尾宿



り
、

一
六
八
一
年
以
降
は
代
官
の
管
理
と
な
る
。
こ 

の
関
所
は
信
州
街
道
の
関
所
と
い
う
ょ
り
沓
掛
宿
か 

ら
草
津
温
泉
へ
の
入
湯
客
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
設 

置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【狩
宿(

吾
妻
郡
長
野
原
町)

】

狩
宿
関
所
が
設
置
さ
れ
る
際
に
地
割
り
さ
れ
て
、
 

宿
場
と
し
て
の
形
態
が
整
え
ら
れ
る
。
宿
は
信
州
街 

道
と
沓
掛
街
道
が
交
わ
〇
て
い
る
の
で
、
江
戸
へ
の 

城
米
を
運
ぶ
駄
馬
、
草

津.

川
原
湯
へ
の
湯
治
客
な 

ど
で
か
な
り
賑
わ
っ
た
。

【鎌
原
宿(

吾
妻
郡
孀
恋
村)

】

旧
鎌
原
は
天
明
三
二
七
八
三)

年
の
浅
間
山
の
大 

噴
火
に
伴
う
熱
泥
流
に
襲
わ
れ
、
高
台
に
あ
っ
た
観 

音
堂
だ
け
が
残
っ
た
。
堂
前
に
あ
る
文
化
十
二 
(

一
 

八
一
五)

年
に
建
立
さ
れ
た
供
養
塔
に
は
被
災
者
四 

百
七
十
七
名
の
法
名
が
刻
ま
れ
、
今
も
「浅
間
山
大 

和
讃
」
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

鎌
原
宿
は
北
国
街
道
の
脇
往
還
と
し
て
、
多
く
の 

荷

物.

城
米
が
こ
の
宿
を
通
っ
て
大
戸
通
り
に
付
け 

送
ら
れ
た
。
特
に
江
戸
時
代
後
期
か
ら
は
白
根
万
座 

産
の
硫
黄.

明
礬
が
賑
や
か
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
ょ 

う
で
あ
る
。

狩宿の宿



【大

笹

宿■

大
笹
関
所

(

吾
妻
郡
孀
恋
村)

】

大
笹
宿
は
大
篠
村
と
も
い
わ
れ
、
天
正
年
間
か
ら 

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
須
坂
か
ら
沓
掛
ま
で
は 

北
国
街
道
で
二
十
三
里
、
大
笹
街
道
で
は
十
四
里
と 

い
ぅ
近
道
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仁
礼
か
ら
峠
を
越
え 

る
と
大
笹
宿
と
い
ぅ
立
地
条
件
も
あ
り
、
大
笹
宿
は 

宿
場
と
し
て
繁
盛
し
た
。
松

代.

須

坂.

飯
山
の
三 

藩
の
城
米
数
千
駄
が
送
り
出
さ
れ
、
ま
た
、
生
活
物 

資
や
日
用
品
が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
。

大
笹
関
所
は
寛
文
二(

一
六
六
二)

年
創
設
。
関
所 

の
門
が
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
。
元
は
鹿
野
竃
川
の 

東
に
あ
っ
た
も
の
を
修
理
の
た
め
に
西
に
建
て
た
も 

の
。
こ
の
関
所
を
通
過
し
た
の
は
上
信
三
藩
の
城
米 

を
中
心
と
す
る
荷
物
の
ほ
か
に
信
州
善
光
寺
参
詣
、
 

草
津
入
湯
の
人
々
で
あ
っ
た
。

【鳥
居
峠(

吾
妻
郡
孀
恋
村)

】

上
信
国
境
に
あ
る
標
高
一
三
六
二m

の
峠
。
峠
に 

は
日
本
武
尊
の
伝
説
が
あ
り
、
四
阿
山
に
吾
妻
権
現 

を
祀
り
鳥
居
を
建
て
た
こ
と
か
ら
峠
の
名
称
と
な
っ 

た
。

大笹関所跡



■

中
山
道
と
信
州
へ
の
道

十

石

街

道

中山道新町宿から藤岡•鬼石-万場 

を経て神流川沿いを遡り、十石峠を越 

えて信州佐久地方に至る街道。十石峠 

道•山中道とも呼ばれる。この沿線は 

江戸時代山中領と呼ばれた天領で、山 

中の難路であったが、信州・武州を結 

ぶ脇往還として重要な役割をもち、上 

信国境の白井(上野村)には関所が置か 

れた。山中領一帯は、山峡のため食糧 

の自給が困難で、この道を通じて信州 

佐久の米が大量に移入された。白井は 

その米市場として月に7日の市が開か 

れ、また、酒・味噌などの移入と下 

駄・木鉢・紙などの移出品の売買で賑 

わった〇



【藤
岡
宿(

藤
岡
市)

】

十
石
街
道
は
新
町
宿
で
中
山
道
か
ら
分
岐
。
ま
た
、
 

藤
岡
宿
で
下
仁
田
道
と
交
差
す
る
。
藤
岡
宿
は
中
世 

に
鎌
倉
街
道
の
宿
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ 

に
中
世
芦
田
氏
が
城
郭
を
築
き
、
城
下
町
を
設
定
し 

た
。
大
戸
町
、
笛
木
町
、
動
堂
町
、
新
町(
緑
町)

の 

街
区
を
な
し
て
近
世
初
期
か
ら
絹
市
が
開
か
れ
繁
栄 

し
た
。
藤
岡
宿
は
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
こ
と
か 

ら
本
陣
と
呼
ば
れ
る
家
も
あ
り
、
本
陣
は
笛
木
町
名 

主
星
野
兵
四
郎
家
が
あ
た
り
、
問
屋
は
笛
木
町
の
星 

野
金
左
衛
門
、
動
堂
町
諸
星
七
左
衛
門
の
二
軒
で
あ 

っ
た
。
下
仁
田
道
と
の
交
差
点
に
は
市
指
定
の
道
標 

あ
り
。
藤
岡
宿
に
は
旧
家
豪
商
が
多
く
、
今
も
往
時 

を
偲
ば
せ
る
家
が
残
っ
て
い
る
。

【浄
法
寺(

多
野
郡
鬼
石
町)

】

浄
法
寺
は
緑
埜
寺
と
も
称
す
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如 

来
。
天
台
宗
の
東
国
布
教
の
中
心
道
場
。
近
く
に
は 

相
輪
塔
、
道
忠
禅
師
供
養
塔
、
聖
徳
太
子
供
養
塔
な 

ど
が
あ
る
。

【鬼
石
宿(

多
野
郡
鬼
石
町)

】

明
治
十
三
年
の
資
料
に
ょ
る
と
鬼
石
は
戸
数
百
七 

十
三
戸
、
人
口
六
百
九
十
八
人
で
あ
っ
た
。
市
も
た

淨法寺の相輪塔



ち
生
糸.

榖

物.

紙
な
ど
が
取
り
扱
わ
れ
た
が
、
こ 

れ
は
幕
末
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ 

ぅ
。
か
つ
て
は
秩
父
巡
礼
の
人
々
な
ど
で
賑
わ
っ
た 

と
い
ぅ
が
、
今
は
上
町.

中

町.

本
町
な
ど
の
地
名 

を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

【法
久
集
落(

多
野
郡
鬼
石
町)

】

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
谷
間
の
集
落
で
、
独
立
す 

る
社
会
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
江
戸
期
に
は
村
落
は 

六
地
域
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
「
コ
ゥ
チ
」
 

と
呼
ば
れ
て
お
り
、

「
コ
ゥ
チ
」
ご
と
に
開
発
地
主
の 

家
が
あ
っ
て
小
さ
な
生
活
圏
を
つ
く
っ
て
い
た
。

【麻
生
集
落(

多
野
郡
万
場
町)

】

麻
生
集
落
は
県
道
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
こ
と
も
あ 

り
、
昔
な
が
ら
の
建
物
が
ょ
く
残
る
。
庭
先
に
土
蔵 

を
残
す
家
が
現
在
で
も
十
数
軒
存
在
す
る
。

麻生集落



【万
場
宿(

多
野
郡
万
場
町)

】

元
禄
年
間
に
は
戸
数
六
十
三
軒
。

か
つ
て
は
道
の 

北
側
に
用
水
が
流
れ
て
い
た
。
今
井
旅
館
、
但
馬
旅 

館
は
創
業
は
古
く
元
禄
期
と
い
ぅ
。
今
井
旅
館
の
反 

対
側
に
は
問
屋
が
あ
っ
た
。
宿
の
西
端
に
は
山
城
国 

石
清
水
八
幡
宮
か
ら
勧
請
し
た
八
幡
宮
が
あ
る

【山
中
領
と
黒
沢
家
住
宅

(

多
野
郡
上
野
村)

】

現

在

の

万

場

町.

中

里

村•

上
野
村
は
江
戸
時
代 

に
は
幕
府
の
直
轄
地
で
山
中
領
と
呼
ば
れ
、
下
山
郷 

(

万
場
町)
.

中

山

郷(

中
里
村)
.

上

山

郷(
上
野
村) 

の
三
郷
か
ら
な
っ
て
い
た
。
山
中
領
は
江
戸
時
代
初 

期
か
ら
幕
府
の
御
用
林
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
三
郷 

の
名
主
は
御
林
守
に
任
命
さ
れ
御
林
の
管
理
に
当
た 

っ
て
き
た
。
ま
た
、
幕
府
が
狩
獵
に
使
ぅ
鷹
を
捕
ら 

え
る
た
め
の
御
巣
鷹
山
の
指
定
も
受
け
、
享
保
年
間 

に
は
山
中
領
で
三
十
六
力
所
の
指
定
地
が
あ
っ
た
。
 

各
名
主
は
こ
の
御
巣
鷹
山
の
管
理
も
行
っ
た
。

黒
沢
家
は
代
々
上
山
郷
槽
原
村
の
名
主
を
勤
め
る 

と
同
時
に
上
山
郷
六
ケ
村
の
名
主
を
代
表
し
、
山
中 

領
御
用
林
及
び
二
十
七
力
所
の
御
巣
鷹
山
の
管
理
を 

行
っ
て
き
た
。
建
物
は
二
〇
〇
年
前
に
建
て
ら
れ
た 

も
の
で
、
間

口

二

〇.

九
m

、
奥

行

一

六
111
、
切
妻 

造
、
板
葺
き
。

旧黒沢家住宅



【白
井
関
所■

宿(

多
野
郡
上
野
村)

】

寛
永
八
二 

六
三
一)

年
に
創
設
。
番
頭
に
は
黒
沢 

右
京
亮
が
、
番
人
は
白
井
村
の
百
姓
が
交
代
で
当
っ 

た
。
関
所
の
木
戸
は
二
間
と
二
間
半
で
、
現
在
、
木 

戸
の
礎
石
だ
と
い
ぅ
石
が
現
存
す
る
。
脇
道
で
あ
っ 

た
た
め
に
武
士
の
通
行
は
な
か
っ
た
と
い
ぅ
。

白
井
宿
は
ー
カ
月
に
七
日
の
市
が
開
か
れ
、
信 

州
.

秩

父.

山
中
領
か
ら
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
米 

や
特
産
物
の
取
引
が
さ
れ
た
。

【十
石
峠(

多
野
郡
上
野
村)

】

上
信
国
境
に
あ
る
標
高
一
三
五
六m

の
峠
。
峠
を 

越
え
れ
ば
な
だ
ら
か
な
勾
配
で
信
州
佐
久
町
へ
通 

る
〇

白井関所跡



■

三
国
街
道
と
北
へ
の
道

三
国
街
道三国街道は、高崎宿で中山道と分か 

れて榛名山東麓を北上し、子持山と小 

野子山の間の中山峠を抜け、赤谷川沿 

いを遡り三国峠を越えて越後-佐渡に 

至る街道。道法は高崎から三国峠まで 

は19里(約75km)、全長は48里(約192 
km)である。冬季は積雪で交通が不可 

能となることもあったが、日本海側と 

太平洋側を結ぶ最短路であったため、 

江戸と越後・出羽方面を結ぶ主要路で 

あった。特に佐渡奉行の他、越後の長 

岡•新発田・村上・与板等の諸藩の参 

勤交代路として利用された。また、物 

資の流通の上からも大きな役割を果た 

し、上り荷は米、酒、生糸、縮布、鉛、 

海産物が、下り荷は綿布、竹、雑貨等 

が主であった。県内には金古、渋川、 

金井、北牧、横堀、中山、塚原、布施、 

須川、相俣、永井の11か宿が置かれた。 

また、三国峠下に猿ヶ京関所が、吾妻 

川の渡河点に奎ケ橋関所が置かれた。



【金
古
宿(

群
馬
郡
群
馬
町)

】

高
崎
宿
か
ら
分
か
れ
た
最
初
の
宿
。
高
崎
よ
り
二 

里
半(

約
一
〇

km)
、
渋
川
宿
三
里
十
二
町(

一
三. 

三

km)
。
慶
長
年
間
に
は
す
で
に
宿
場
機
能
を
整
え 

て
い
た
言
わ
れ
、
中
宿
を
中
心
に
南
北
両
端
に
木
戸 

が
設
け
ら
れ
、
宿
の
全
長
は
十
一
町
三
十
八
間(

全 

長

一.

三

km)

に
及
ぶ
。
江
戸
時
代
末
期
に
は
、
本 

陣
一
、
脇
本
陣
一
、
旅
菴
十
五
、
茶
屋
十
、
問
屋
三 

ほ
ど
が
あ
っ
た
。

現
在
も
、
代
官
や
名
主
を
務
め
た
豪
農
神
保
氏
宅 

に
は
、
母
屋
、
表
門
、
圏
舎(
牢
屋)

が
残
る
他
、
と 

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
往
時
の
宿
の
面
影
が
見
受
け
ら
れ 

る
〇【渋

川
宿(

渋
川
市)

】

渋
川
宿
は
、
江
戸
初
期
の
慶
長
十
八(

一
六
ニ
ニ) 

年
、
吾
妻
川
沿
い
の
梅
木
谷
戸
か
ら
人
家
を
移
し
て 

宿
が
開
か
れ
た
と
い
ぅ
。
宿
は
榛
名
山
東
麓
の
傾
斜 

地
に
上
之
町
、
中
之
町
、
下
之
町
の
三
町
の
地
割
り 

を
し
、
そ
の
遺
構
は
屋
敷
裏
に
流
れ
る
用
水
に
偲
ぶ 

こ
と
が
で
き
る
。

渋
川
宿
で
は
寛
永
七
二 

六
三
〇)

年
以
来
、
六
斎 

币
の
市
場
町
と
し
て
栄
え
、
上
.

中
.

下
之
町
の
三 

町
交
互
に
開
か
れ
、
馬
市
で
も
名
が
知
ら
れ
た
。
宿 

に
は
、
渋
川
郷
学
の
第
一
人
者
堀
口
藍
園
の
私
塾 

「菜
田
屋
跡
」
等
が
残
っ
て
い
る
。

金古宿



【金
井
宿(

渋
川
市)

】

金
井
宿
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
慶
長
、
元
和
、
寛 

永
の
諸
説
が
あ
る
。
宿
は
上
之
町
、
中
之
町
、
下
之 

町
の
三
町
か
ら
な
り
、
宿
の
長
さ
は
五
町(

五
四
五 

m
)

で
あ
っ
た
。
水
路
は
堀
割
し
、
上
沢
の
二
本
樋 

ょ
り
取
水
宿
屋
敷
の
東
西
に
用
水
を
流
し
た
。
本
陣 

跡
は
、
現
在
、
児
童
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に 

は
地
下
牢
跡
が
残
っ
て
い
る
。
金
井
宿
は
、
嘉
永
六 

(

一
八
五
三)

年
に
北
牧
宿
の
飛
び
火
に
ょ
り
類
焼
し 

た
た
め
、
往
時
の
面
影
は
あ
ま
り
と
ど
め
て
い
な
い
。
 

【木H

ケ
橋
の
関
所
跡(

渋
川
市)

】

南
牧
村
の
吾
妻
川
渡
河
点
に
設
置
さ
れ
た
関
所
。
 

元
和
六
二 

六
二
〇)

年
に
創
設
さ
れ
、
最
初
は
安
中 

藩
が
、
の
ち
に
前
橋
藩
、

つ
い
で
高
崎
藩
が
管
轄
し 

た
。
藩
か
ら
は
目
付
一
名
、
与
カ
ニ
名
が
ニ
カ
月
交 

替
で
派
遣
さ
れ
た
。
土
着
世
襲
定
番
田
中
、
砥
柄
、
 

長
谷
川
の
三
氏
の
他
、
門
番
二
名
、
他
に
百
姓
人
夫 

が
昼
夜
交
替
で
警
備
に
当
た
っ
た
。

明
治
元
二 

八
六
八)

年
九
月
に
廃
関
に
な
っ
た
が
、
 

今
も
役
宅
が
残
さ
れ
、
県
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。
 

【北
牧
宿(

北
群
馬
郡
子
持
村)

】

北
の
横
堀
宿
へ
二
町(

二
.

一
八
Ikm)
、
吾
妻
川
の

空ケ橋関所役宅跡



奎
ケ
橋
関
所
を
経
て
南
に
行
け
ば
金
井
宿
へ
二
十
八 

町
の
位
置
に
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
の
宿
高
は
八
百 

六
十
三
石
、
人
口
六
百
三
十
六
人
。
天
明
三

二

七 

八
三)

年
七
月
の
浅
間
山
噴
火
で
大
き
な
被
害
を
受 

け
た
が
、
さ
ら
に
嘉
永
六
二
八
五
三)

年
三
月
に
大 

火
が
あ
り
、
北
牧
六
四
軒
が
焼
失
。

現
在
は
、
国
道
三
五
三
号
線
と
吾
妻
川
と
の
間
、
 

約

一
 
0
0
 m

ほ
ど
に
街
道
の
中
央
に
用
水
路
が
残
っ 

て
い
る
。
ま
た
、
本
陣
寺
島
家
に
は
上
段
の
間
が
保 

存
さ
れ
て
い
る
。

【横
堀
宿(

北
群
馬
郡
子
持
村)

】

子
持
山
山
腹
に
位
置
し
、
だ
ら
だ
ら
し
た
上
り
坂 

が
い
か
に
も
宿
場
を
思
わ
せ
る
。
宿
の
両
側
に
石
垣 

で
囲
ま
れ
た
家
並
み
が
立
ち
並
ぶ
が
、
昔
の
面
影
を 

残
す
家
は
少
な
い
。
宿
の
ほ
ぼ
中
央
の
東
側
に
二m 

ほ
ど
の
石
垣
に
囲
ま
れ
た
本
陣
佐
藤
家
が
あ
る
。
板 

葺
き
の
屋
根
は
ト
タ
ン
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
母
屋 

は
昔
の
ま
ま
で
あ
る
。

横堀宿本陣(佐藤家)



【中
山
峠(

北
群
馬
郡
子
持
村
、

吾
妻
郡
高
山
村)

】

子
持
山
と
小
野
子
山
の
鞍
部
に
あ
る
標
高
七
〇
九 

m

の
峠
。
峠
付
近
に
は
、
塩
原
太
助
が
普
請
金
を
贈 

り
設
置
さ
れ
た
「塩
原
太
助
接
待
茶
屋
跡
」
、
正
午
院 

聖
護
院
宮
道
興
准
后
の
歌
を
記
し
た
「薙
刀
坂
歌
碑
」
 

な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
峠
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
文
化
四
年
銘
の 

「真
下
坂
の
道
標
」
が
あ
り
、
「法
華
供
養
塔
右
ハ
本
宿 

左
ハ
新
田
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

【中
山
宿(

吾
妻
郡
高
山
村)

】

慶
長
十
七
二 

六
ー
ー
ー}

年
に
伝
馬
御
用
宿
に
取
り 

立
て
ら
れ
、
寛
永
十
三(

一
六
三
六)

年
に
新
田
宿
が 

開
か
れ
、
本
陣
二
軒(
兼
問
屋)

、
問
屋
一
軒
と
な
っ 

た
。
本
宿
本
陣
は
雷
火
で
門
の
み
残
り
、
新
田
宿
本 

陣
は
文
政
七
二 

八
二
四)

年
火
災
後
、
再
建
さ
れ
た
。
 

上
段
の
間
を
含
む
書
院
と
門
が
保
存
さ
れ
、
関
係
文 

書
や
宿
泊
し
た
大
名
が
使
用
し
た
調
度
品
な
ど
が
数 

多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

【塚
原
宿(

利
根
郡
月
夜
野
町)

】

中
山
宿
か
ら
不
動
峠
を
越
ぇ
た
傾
斜
地
に
直
線
的 

に
宿
並
が
続
く
。
宿
の
設
置
は
元
和
元
二
六
一
五)

中山宿本陣(平形家)



年
。
近
年
ま
で
街
道
の
中
央
に
用
水
が
流
れ
宿
場
の 

特
色
を
ょ
く
残
し
て
い
た
。

一
般
の
家
は
間
口
七
間 

(

ー
ニ.

六m
)

と
定
め
ら
れ
、
問
屋
は
二
軒(

上
の 

問
屋
、
下
の
問
屋)

、
本
陣
は
宿
の
下
に
あ
り
、
間 

ロ
十
一
間(

一
九.

八

111)
の
心
構
ぇ
を
も
っ
て
い
た
。
 

【下
新
田
宿(

利
根
郡
新
治
村)

】

元
は
現
在
の
宿
ょ
り
五
〇
〇m

離
れ
た
場
所
に
あ 

っ
た
が
、
赤
谷
川
の
度
重
な
る
洪
水
の
た
め
に
現
在 

地
に
移
さ
れ
た
。
宿
の
設
置
は
元
和
五(

一
六
一
九) 

年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宿
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
羽 

場
村
と
新
巻
村
の
ニ
カ
村
か
ら
新
宅
を
出
し
て
宿
を 

構
成
し
た
。

天
保
初
期
の
村
絵
図
に
は
、
街
道
中
央
を
水
路 

が
流
れ
、
宿
中
心
部
に
高
札
場
が
描
か
れ
て
い
る
。
 

問
屋
は
新
巻
分
と
羽
場
分
と
の
二
軒
が
あ
っ
た
が
、
 

本
陣
な
ら
び
に
旅
竃
は
お
か
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
継
立 

場
と
し
て
機
能
を
果
た
し
た
。
現
在
、
羽
場
分
の
問 

屋
と
塩
原
太
助
の
生
家
が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
 

宿
場
の
雰
囲
気
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。

塚原宿



【布
施
宿(

利
根
郡
新
治
村)

】

幕
府
に
ょ
る
宿
駅
制
実
施
の
前
年
慶
長
十
三
二 

六
〇
八)

年
に
、
領
主
真
田
氏
ょ
り
町
立
て
を
命
じ 

ら
れ
、
新
巻
分
の
新
田
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。
し
か 

し
、
町
立
て
は
進
ま
な
か
っ
た
ら
し
く
、
元
和
三 

二
六
一
七)

年
に
再
度
新
田
開
発
が
要
請
さ
れ
て
い 

る
。宿

は
南
北
四
、
五
町
ほ
ど
で
、
街
道
中
央
に
幅
四
、
 

五
尺
の
水
路
が
流
れ
て
い
た
。
問
屋
は
二
軒
あ
っ
た 

が
、
本
陣
や
旅
竃
は
お
か
れ
な
い
継
立
場
で
あ
っ
た
。
 

今
も
問
屋
と
呼
ば
れ
る
家
が
一
軒
あ
り
、
昔
か
ら
の 

屋
号
で
呼
ば
れ
る
家
が
十
数
件
あ
る
。
宿
の
北
端
に 

白
狐
沢
と
い
ぅ
枯
れ
川
が
あ
り
、
か
つ
て
は
し
ば
し 

ば
洪
水
が
発
生
し
た
。
こ
の
水
害
か
ら
宿
を
守
っ
た 

防
水
林
の
名
残
り
が
白
狐
橋
の
北
側
に
あ
り
、
樹
齢 

二
〇
〇
年
以
上
の
老
木
十
数
本
が
「殿
林
」
と
呼
ば
れ 

て
い
る
。

布施宿



【須
川
宿(

利
根
郡
新
治
村)

】

布
施
宿
を
過
ぎ
て
長
い
坂
道
を
上
り
つ
め
る
と
広 

く
耕
地
が
開
け
た
須
川
平
が
あ
る
。
そ
こ
に
ほ
ぼ 

直
線
上
に
須
川
宿
が
あ
る
。
宿
割
は
慶
長
六(

一
六 

〇
一)

年
頃
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宿
駅
と
し
て
機
能 

を
持
つ
ょ
ぅ
に
な
つ
た
の
は
慶
安
三
二 

六
五
〇)

年 

頃
で
あ
る
。
宿
に
は
本
陣
、
脇
本
陣
、
問
屋
、
旅
竃 

が
あ
り
活
気
を
呈
し
て
い
た
。
明
治
七
二 

八
七
四) 

年
に
切
ケ
久
保
新
道
な
ら
び
に
湯
宿
の
赤
岩
新
道
が 

開
削
さ
れ
る
と
、
三
国
街
道
の
道
筋
は
中
山
宿
〜
布 

施
宿
〜
相
俣
宿
へ
と
変
わ
り
、
須
川
宿
は
さ
び
れ
て 

し
ま
つ
た
。
宿
の
近
く
に
は
、
旧
大
庄
屋
役
宅
及
び 

書
院
、
泰
寧
寺
が
あ
る
。
旧
大
庄
屋
宅
は
、
農
家
書 

院
と
し
て
は
稀
な
も
の
で
、
天
保
十
三(

一
八
四
二) 

年
頃
、
川
合
家
四
代
定
右
衛
門
が
大
庄
屋
を
命
じ
ら 

れ
た
と
き
に
建
造
さ
れ
た
寄
棟
造
藁
葺
き
家
で
あ 

る
。
泰
寧
寺
は
、
天
文
六
二 

五
七
三)

年
、
洞
庵
和 

尚
が
中
興
開
山
、
寛
永
十(

一
六
三
三)

年
、
長
薫
和 

尚
の
時
に
再
興
さ
れ
た
。
本
尊
は
聖
観
世
音
菩
薩
で
、
 

本
堂
欄
間
及
び
須
弥
壇
、
山
門
は
県
指
定
重
要
文
化 

財
に
な
つ
て
い
る
。

須川宿本陣(梅沢家)



【相
俣
宿(

利
根
郡
新
治
村)

】

赤
谷
川
の
深
い
谷
底
を
臨
ん
だ
左
岸
に
位
置
し
て 

い
る
。
須
川
宿
か
ら
は
三
十
町
の
所
に
あ
る
。
赤
谷 

川
が
出
水
で
川
止
め
に
な
っ
た
り
、
猿
ヶ
京
関
所
の 

閉
門
に
間
に
合
わ
な
い
旅
人
は
こ
こ
で
宿
泊
し
た
。
 

本
陣
、
問
屋
を
兼
ね
た
脇
本
陣
を
は
じ
め
旅
簠
、
茶 

屋
、
商
家
な
ど
で
栄
え
た
と
言
わ
れ
る
が
、
現
在
は 

国
道
に
直
交
す
る
民
家
の
配
置
と
い
く
つ
か
の
土
蔵 

に
わ
ず
か
に
宿
場
の
面
影
を
残
し
て
い
る
の
み
で
あ 

る
。

【猿
ヶ
京
関
所(

利
根
郡
新
治
村)

】

猿
ヶ
京
関
所
は
中
山
道
碓
氷
関
所
に
次
ぐ
要
衝
と 

し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
関
所
の
開
設
は 

寛
永
九(

一
六
三
二)

年
か
、
そ
れ
以
前
と
み
ら
れ
る
。
 

当
初
は
、
真
田
氏
が
支
配
し
た
が
、
天
和
元
二
六 

八
一)

年
公
領
支
配
と
な
っ
た
。
関
所
に
は
、
東
西 

に
門
が
あ
り
、
西
門
は
内
御
門
と
い
ぅ
簡
単
な
冠
木 

門
、
東
門
は
御
門
と
い
い
板
葺
き
で
二
枚
扉
に
内
鍵 

の
か
か
る
厳
重
な
つ
く
り
で
あ
っ
た
。

両
門
内
の
広
場
は
東
西
七
間
、
南
北
一
間
余
り
の 

広
さ
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
役
宅
が
三
、
四
軒
付
設 

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ぅ
ち
一
軒
が
現
存
し
、
県
指
定 

史
跡
に
な
っ
て
い
る
。

猿ヶ京関所役宅跡



【永
井
宿(

利
根
郡
新
治
村)

】

三
国
街
道
上
州
十
一
宿
の
最
終
駅
で
、
峠
越
え
の 

拠
点
宿
場
と
し
て
栄
え
た
。
宿
は
、
標
高
八
〇
〇m 

弱
の
狭
い
斜
面
に
矩
の
手
に
街
道
を
通
し
、
そ
の
両 

側
に
民
家
を
配
し
て
い
る
。
宿
駅
の
始
ま
っ
た
元
禄 

時
代
に
は
三
十
戸
を
数
え
た
が
、
天
保
九(

一
八
三 

八)

年
に
は
二
十
五
戸
に
減
少
し
た
。
永
井
宿
は
越 

後
米
の
集
散
地
で
も
あ
り
、
元
禄
十
二(

一
六
九
九) 

年
に
は
米
市
場
が
公
認
さ
れ
、
本
陣
他
六
人
が
沼
田
、
 

中
之
条
か
ら
前
橋
ま
で
を
そ
の
商
圏
と
し
て
大
量
の 

越
後
米
を
動
か
し
た
。

【三
国
峠(

利
根
郡
新
治
村)

】

三
国
峠
越
え
の
道
は
、
昭
和
三
十
二(

一
九
五
七) 

年
、
三
国
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
と
車
道
か
ら
隔
離 

さ
れ
、
旧
状
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
永
井
宿
か
ら
峠 

ま
で
四
時
間
に
及
ぶ
山
道
幅
四m

の
各
所
に
は
石
畳 

を
配
し
、
自
然
林
に
囲
ま
れ
た
道
は
昔
日
の
面
影
を 

伝
え
て
い
る
。

沿
道
に
は
、
大
般
若
塚
、
三
国
戦
争
戦
死
者
吉
井 

藩
士
吉
田
善
吉
、
三
坂
茶
屋
跡
、
長
岡
藩
士
の
墓
等 

が
あ
る
。
峠
に
は
、
御
坂
山
社
神
社
が
あ
り
、
越
後 

の
弥
彦
、
上
州
の
赤
城
、
信
州
の
諏
訪
を
祀
っ
て
い 

る
〇

二国眸越えの道



■

三
国
街
道
と
北
へ
の
道

沼

田

街

道

古くから前橋一沼田を結ぶ交通路 

で、主に沼田藩の参勤交代用の道路を 

言った。沼田街道の宿駅は前橋を出発 

し米野、溝呂木、南雲、森下、沼田で 

あった。各宿場には本陣・問屋等があ 

り、每日人足10人、馬8頭が用意され 

ていた。道中には長井坂、軽浜坂、松 

ノ木坂等の急坂が多く、人家のない洞 

遠原、美しい松並木が続いた溝呂木、 

米野の宿、桜並木の森下宿があり、横 

通りと本街道の交わる米野宿は繁盛し 

た。物資は北からたばこ、木炭、大豆、 

小豆、柿等、南からは砥石、海産物、 

砂糖、金物、小間物等が運ばれた。



【前

橋

城

下(

前

橋

市)

】

本
陣
、
問
屋
は
本
町
に
あ
っ
た
。
本
町
通
り
の
南 

に
は
八
幡
宮
が
あ
る
。
祭
神
は
誉
田
別
命
で
、
前
橋 

の
総
鎮
守
で
あ
る
。
本
町
通
り
を
西
へ
進
む
と
連
雀 

町
通
り
と
交
差
す
る
。
こ
の
連
雀
通
り
以
西
は
前
橋 

城
で
、
通
り
に
面
し
て
大
手
門
が
あ
っ
た
。
大
手
門 

前
は
札
の
辻
と
い
い
高
札
場
が
あ
っ
た
。
堅
町
通
り 

を
北
上
す
る
と
広
瀬
川
を
渡
る
。
こ
の
広
瀬
川
の
下 

流
二
〇
〇m
ほ
ど
に
広
瀬
河
岸
が
あ
っ
た
。
酒
井
氏 

時
代
は
通
船
で
城
米
等
を
運
ん
だ
。
松
平
氏
時
代
に 

は
衰
ぇ
た
が
、
嘉
永
六(

一
八
五
三)

年
、
三
川
民
平 

が
通
船
を
出
願
し
、
今
の
比
刀
根
橋
に
下
流
に
河
岸 

を
設
け
、
三
川
河
岸
と
呼
ば
れ
た
。

【米

野

宿(

勢

多

郡

富

士

見

村)

】

米
野
宿
は
東
は
吾
燸
川
、
西
は
千
年
川
の
谷
が
あ 

る
台
地
の
稜
線
上
に
あ
り
、
約
八
町
に
わ
た
り
家
並 

み
を
形
成
し
、
宿
の
南
北
に
は
松
並
木
が
あ
っ
た
。
 

地
形
の
関
係
で
水
が
な
い
た
め
、
吾
蠕
川
の
水
を
引 

い
て
、
千
年
川
、
稲
野
川
を
通
し
、
そ
の
両
川
に
沿 

っ
て
宿
が
形
成
さ
れ
た
。
宿
の
北
端
に
本
陣
蛭
川
家
、
 

そ
の
西
に
脇
本
陣
栗
原
家
が
あ
る
。
問
屋
は
入
札
に 

よ
っ
て
中
島
家
、
柳
井
家
、
蛭
川
家
が
交
替
で
当
た 

っ
た
よ
ぅ
で
あ
る
。
明
治
十
四
二 

八
八
一)

年
の
大 

火
に
よ
り
宿
の
大
部
分
が
焼
失
し
た
た
め
、
古
い
形 

態
を
残
す
家
は
残
っ
て
い
な
い
。
米
野
宿
で
は
、
三 

国
街
道
方
面
か
ら
東
上
州
へ
の
横
道
も
あ
り
、
沼
田 

街
道
の
宿
場
で
は
一
番
の
交
通
の
要
路
で
あ
っ
た
。

米野宿



【溝

呂

木

宿(

勢

多

郡

赤

城

村)

】

溝
呂
木
宿
は
持
柏
木
の
北
峰
か
ら
向
か
い
出
て
、
 

天
竜
川
を
渡
り
久
保
屋
敷
に
入
る
。
久
保
屋
敷
の
緩 

や
か
な
勾
配
を
北
へ
直
進
す
る
と
道
沿
い
の
家
並
み 

と
石
畳
に
昔
の
面
影
を
残
す
。
こ
の
坂
を
通
り
、
右 

折
す
る
と
左
側
に
本
陣
が
あ
る
。
束
隣
は
豪
農
南
雲 

家
。
久
保
屋
敷
を
直
進
す
る
と
宮
ノ
前
に
出
る
と
諏 

訪
神
社
が
あ
る
。
諏
訪
神
社
を
過
ぎ
る
と
十
字
路
が 

あ
り
、
昔
は
か
な
り
に
ぎ
や
か
な
一
帯
で
あ
っ
た
。
 

問
屋(
狩
野
家)

を
は
じ
め
多
く
の
店
舗
が
並
ん
で
い 

た
。
宿
の
中
程
に
天
台
宗
大
蓮
寺
が
あ
り
、
そ
の
前 

に
は
問
屋(
木
暮
家)

、
旅
菴
が
あ
っ
た
。

【南

雲

宿(

勢

多

郡

赤

城

村)

】

南
雲
宿
は
、
沼
尾
川
の
右
岸
台
地
斜
面
上
に
あ
る
。
 

こ
の
辺
り
が
南
雲
沢
で
最
も
幅
が
広
く
、
沼
尾
川
の 

流
れ
が
緩
く
川
幅
も
広
い
。
久
保
橋
の
近
く
に
は
鍛 

冶
屋
や
店
舗
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
二(

一
九
四 

七)

年
の
大
水
害
で
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
久 

保
橋
を
渡
り
、
久
保
坂
に
か
か
る
と
左
側
に
南
雲
宿 

の
問
屋
小
松
屋
、
右
側
に
は
旅
竃
を
兼
ね
た
久
保
屋 

が
あ
る
。
坂
を
上
る
と
天
王
橋
で
、
天
王
橋
を
渡
れ 

ば
辻
に
な
り
、
宿
の
中
心
で
あ
る
。
辻
の
正
面
は
本 

陣(
角
田
家)

、
西
隣
が
オ
カ
タ
の
家
。
西
に
は
八
幡 

宮
、
東
に
は
高
秀
寺
が
並
ん
で
い
る
。

溝呂木宿の町並



【
長
井
坂
城
跡

(

勢

多

郡

赤

城

村

、
利

根

郡

昭

和

村)

】

勢
多
、
利
根
の
郡
界
で
、
西
は
利
根
川
、
北
は
永 

井
の
深
い
谷
、
南
東
が
少
し
開
け
て
原
野
に
続
く
要 

害
堅
固
な
地
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
は
上
杉
、
北
条
、
 

真
田
氏
が
境
目
城
と
し
て
重
視
し
た
。
東
西
一
八
九 

m
、
南
北
二
〇
七m
の
地
域
に
本
丸
、
二
の
丸
、
三 

の
丸
な
ど
の
遺
構
を
止
め
て
い
る
。

【森

下

宿(

利

根

郡

昭

和

村)

】

元
禄
二
年
の
森
下
宿
制
に
ょ
れ
ば
、
上
.

中
.

下 

の
三
宿
に
協
定
し
市
日
を
定
め
た
。
宿
の
家
は
半
商 

半
農
で
、
酒
醸
造
二
、
味
噌
醬
油
醸
造
二
、
旅
菴
三 

そ
の
他
米
穀
商
、
小
料
理
店
等
並
ん
で
い
た
。
本
陣 

は
、
現
在
、
農
協
に
な
っ
て
い
る
。
問
屋
は
上. 

中
.

下
に
三
軒
あ
り
、
下
宿
の
問
屋
は
本
陣
付
き
問 

屋
で
あ
っ
た
。
宿
内
の
通
り
に
は
、
真
ん
中
に
幅
三 

尺
ほ
ど
の
用
水
が
あ
っ
た
。
宿
の
中
央
付
近
、
橡
久 

保
村
へ
の
通
路
と
の
三
叉
路
に
は
高
札
場
が
あ
っ 

た
〇

長井坂城跡



【沼

田

城

下(

沼

田

市)

】

天
文
元(

一
五
三
二)

年
、
沼
田
万
鬼
斎
顕
泰
が
沼 

田
城
を
築
い
て
以
来
、
真
田
、
本
多
、
黒
田
、
土
岐 

と
引
き
続
い
て
居
城
し
て
き
た
。
顕
泰
は
城
の
南
側 

に
本
町
、
鍛
冶
町
、
材
木
町
と
ま
ず
三
町
を
割
立
て 

た
。
城
へ
は
白
沢
用
水
を
開
削
し
て
水
を
引
い
た
。
 

天
和
元
二 

六
八
二
年
、
真
田
伊
賀
守
は
改
易
と
な 

り
、
城
は
幕
府
に
ょ
り
破
却
さ
れ
た
。
古
く
は
、
現 

在
の
大
手
お
馬
出
し
通
り
の
本
町
角
に
検
断
を
置 

き
、
そ
の
辻
は
高
札
場
と
な
っ
て
い
た
。
町
の
割
立 

て
は
碁
盤
の
目
状
に
な
っ
て
お
り
、
各
町
の
は
ず
れ 

に
は
鍛
冶
町
木
戸
、
坊
新
田
木
戸
、
馬
喰
町
木
戸
、
 

材
木
町
木
戸
、
栄
町
木
戸
、
原
新
町
木
戸
、
高
橋
場 

木
戸
の
七
木
戸
が
あ
り
、
通
行
の
監
視
を
し
て
い
た
。

旧生方冢住宅



三国街道と北への道

会津街道

沼田城の大手門に向かうお馬出しを 

起点とし、片品川沿いを遡り、高平、 

追貝、戸倉を経て三平峠を越えて桧枝 

岐から会津へ通じる道。往来の起源は 

不詳であるが、永禄年間(1558〜1570) 
沼田万鬼斎顕泰と子の平八郎が、沼田 

氏一族の内紛に敗れて会津へ落ちたの 

もこの道である。慶長5(1600)年、関 

ケ原の役に際し、沼田城主の真田氏は 

会津の上杉氏の来攻に備えて戸倉の関 

所、追貝の刎橋をつくった。数坂峠を 

越えた大原の宿割は慶長元(1596)年、 

その手前の高平が宿の形態を整えたの 

が慶安2(1649)年と言われている。戸 

倉から会津領の沼田まで4里、さらに 

桧枝岐まで4里、戸倉から会津若松ま 

で36里と言われ、急峻な山道が続くた 

め馬に積む荷物も本馬の半分の軽尻と 

された。尾瀬沼畔に無人小屋があり、 

会津商人も上州商人もこの無人小屋に 

荷物を置いて、取引が行われたいう。



【高

平

宿(

利

根

郡

白

沢

村)

】

.
慶
安
ニ
ニ
六
四
九)

年
、
沼
田
城
主
内
記
信
政
に 

よ
っ
て
宿
割
が
行
わ
れ
た
。
宿
内
に
は
寺
院
二
、
番 

所
二
、
高
札
場
一
が
あ
っ
た
。
高
平
は
横
塚(

沼
田 

市)

と
大
原(
利
根
村)

と
の
中
間
に
あ
り
、
物
資
の 

中
継
ぎ
所
と
し
て
問
屋
も
設
け
ら
れ
、
半
ば
商
業
的 

農
村
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
の
一
方
で
は
沼
田 

藩
の
施
策
に
従
わ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
一
つ
の
例
に 

「津
留
」
が
あ
り
、
物
資
が
他
領
か
ら
入
り
、
あ
る
い 

は
他
領
へ
出
る
の
を
差
し
止
め
る
の
に
使
わ
れ
た
。
 

宿
沿
い
に
は
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
書 

院
の
五
葉
松
、
薬
師
寺
、
水
神
宮
、
石
尊
宮
等
が
あ 

る
。
宿
の
東
端
に
は
番
所
跡
も
あ
る
。

【大

原

宿(

利

根

郡

利

根

村)

】

慶
長
五
二 

六
〇
〇)

年
、
沼
田
城
主
真
田
信
幸
が 

宿
割
を
行
ぅ
。
宿
内
に
は
栗
生
八
幡
、
大
原
神
社
等 

が
あ
る
他
、
古
ぃ
民
家
や
土
蔵
が
比
較
的
多
く
残
つ 

て
い
る
。

【戸

倉

関

所(

利

根

郡

片

品

村)

】

慶
長
五
二 

六
〇
〇)

年
、
関
ケ
原
の
役
後
、
下
野 

日
光
山
、
奥
州
、
越
後
、
上
州
の
四
力
国
の
固
め
と 

し
て
設
置
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
関
所
の
規
模
は
間 

ロ
五
間
、
奥
行
き
三
間
の
十
五
坪
ほ
ど
え
、
そ
れ
に 

上
下
の
門
が
あ
つ
た
。
関
所
役
人
は
松
浦
氏
と
星
野

大原神社



氏
に
ょ
っ
て
世
襲
さ
れ
た
。

【花

咲

峠(

背

嶺

峠)

越

え

道

】

木
賊(
と
く
さ)

か
ら
北
上
し
、
花
咲
峠
を
越
え
て 

花
咲
の
針
山(
片
品
村)

に
出
る
道
。
こ
の
道
は
峠
越 

え
の
中
で
は
最
も
北
を
通
る
道
で
、
案
外
楽
な
道
で 

里
人
や
旅
人
も
こ
の
道
を
選
ん
で
越
え
た
。
会
津
戦 

争
の
時
も
沼
田
藩
士
を
交
え
た
支
隊
は
こ
の
峠
を
越 

え
た
と
い
う
。

【赤

倉

峠

越

え

道(

五

本

椹

道)

】

木
賊
の
手
前
の
小
住
よ
り
、
赤
倉
の
渓
谷
沿
い
を 

遡
り
峠
を
越
え
て
幡
谷(
片
品
村)

に
下
る
道
。

【
田

代
峠
越
え
道
】

白
沢
村
塩
ノ
井
か
ら
雨
乞
山
の
南
麓
沿
い
田
代
峠 

を
越
え
て
、
赤
倉
峠
越
え
道
と
峠
で
合
流
し
て
幡
谷 

に
至
る
道
。

【栗

生

峠

越

え

道

】

高
平
か
ら
栗
生
峠
を
越
え
て
大
原
に
至
る
道
。
峠 

に
は
隧
道
が
あ
り
、
昭
和
三
十
九
二 

九
六
四)

年
椎 

坂
峠
が
開
通
す
る
ま
で
は
隧
道
入
り
口
ま
で
が
国
道 

で
往
来
が
多
か
っ
た
。

かつての栗生隧道



【数

坂

峠

】

生
枝(
&

沢
村)

か
ら
菌
原
雨
堤(
利
根
村)

に
至
る 

直
。

【椎

坂

峠

】

生
枝
か
ら
菌
原
の
神
社
に
当
た
り
に
出
る
道
。
坂 

上
田
村
麻
呂
が
東
征
の
折
り
、
平
川
の
古
滝
庵
不
動 

尊
に
戦
勝
祈
願
し
た
時
、
沼
田
平
の
絶
景
に
感
銘
し_ 

持
参
し
た
椎
の
木
を
植
え
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
椎
坂 

峠
の
名
が
つ
い
た
と
い
ぅ
。

【大
清
水
ニ
ー 
ー
平
峠■

尾
瀬
沼
】

大
清
水
か
ら
一
杯
清
水
ま
で
は
ブ
ナ
林
の
中
を
笹 

を
分
け
て
上
る
が
、

一
杯
清
水
で
沢
を
渡
る
と
坂
は 

急
に
な
り
林
の
中
を
曲
が
り
く
ね
っ
て
三
平
峠
へ
続 

い
て
い
る
。
三
平
峠
か
ら
標
高
差
一
〇
〇]
T1
ほ
ど
下 

る
と
尾
瀬
沼
で
、
街
道
は
沼
に
沿
っ
て
進
む
。
長
蔵 

小
屋
の
近
く
に
は
、
か
つ
て
荷
物
の
中
継
ぎ
場
所
が 

あ
っ
た
。
三
間X
二
間
ほ
ど
の
小
屋
で
、
中
に
は
常 

時
米
、
味
噌
等
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。

三平峠



■

三
国
街
道
と
北
へ
の
道

清

水

峠

越

往

還

清水峠越往還は、沼田城の大手門に 

向かう御馬出しを起点とし、利根川と 

その支流湯桧曽川沿いを遡り、上越連 

峰の谷川岳•茂倉岳等の東麓を縫しヽ、 

国境の清水峠(1448m)を越えて越後の 

南魚沼郡清水•六日町に至る道であ 

る。古くは「直越(すぐこえ)」といい、 

上越両国を結ぶ最短ルートであった。 

この道は上杉謙信の関東出陣やその没 

後の上杉、北条軍の抗争の時の通路と 

して伝えられている。近世になって寛 

永9 (1632)年に湯桧曽に口留め番所 

が置かれ通行を禁止している。天保15 
(1844)年、江戸谷中の商人大川領平 

ほか4人が越後米の輸送のため清水越 

えを計画したが幕府の許可が得られな 

かった。その後、嘉永6(1853)年、幕 

府がペリー来航による海上封鎖を懸念 

して開削を計画したが中止。ついで明 

治6(1873)年、群馬県令河瀬秀治がこ 

の開削に着手、翌年11月に完成。国 
道に認定後、さらに拡張工事が着工さ 

れ、明治18(1885)年に完成した。これ 

を「清水峠越新道」という。



【沼
田
市
内
の
旧
道
】

状
橋
地
蔵
尊
の
あ
る
恩
田
地
内
の
状
橋
を
渡
る
と
道
の
両
側
に
田 

や
畑
が
開
け
、
農
家
な
ど
も
点
在
し
、
あ
る
い
は
味
噌
蔵
の
つ
い
た 

珍
し
い
白
壁
の
土
蔵
が
あ
っ
た
り
、
ご
く
の
ん
び
り
と
し
た
田
舎
の 

道
と
い
う
雰
囲
気
の
漂
う
部
分
が
あ
る
。
状
橋
地
蔵
尊
は
義
民
杉
木 

茂
左
衛
門
の
供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
赦
免
状
を
持
っ 

た
使
者
が
処
刑
済
み
の
報
を
聞
き
、
落
胆
し
て
帰
っ
た
土
橋
の
傍
ら 

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。

【千
日
室(

利
根
郡
月
夜
野
町)

】

義
人
杉
木
茂
左
衛
門
を
祭
る
。
茂
左
衛
門
は
、
沼
田
城
主
真
田
伊 

賀
守
信
澄
の
悪
政
に
義
憤
を
感
じ
、
沼
田
領
の
勢
多
郡
、
吾
妻
郡
、
 

利
根
郡
の
一
七
七
力
村
の
代
表
と
し
て
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
に
、
 

法
度
で
あ
る
直
訴
に
及
び
、
真
田
信
澄
を
改
易
に
追
い
込
み
、
領
民 

を
救
っ
た
。
し
か
し
、
天
和
ニ
ニ 

六
八
二)

年
十
二
月
五
日
、
利
根 

川
の
竹
の
下
川
原
で
処
刑
さ
れ
る
。

【月
夜
野
町
内
の
旧
道
】

政
所
井
戸
上
用
水
に
沿
っ
て
進
む
道
は
、
昔
の
ま
ま
の
風
情
を
よ 

く
残
し
て
い
る
。
政
所
井
戸
上
用
水
は
、
承
応
二(

一
六
五
三)

年
、
 

真
田
氏
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
延
長
六

km
、
潅
漑
面
積
約
五
〇

ha
の
水 

路
で
あ
る
。
ま
た
、
勝
浜
集
落
内
に
も
「殿
様
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
旧 

状
を
よ
く
止
め
る
道
が
あ
る
。
集
落
に
は
い
く
つ
か
の
石
造
物
が
あ 

り
、
急
な
斜
面
に
家
が
へ
ば
り
つ
く
よ
ぅ
に
あ
る
。

千日堂



【湯
桧
曽□

留
番
所(

利
根
郡
水
上
町)

】

湯
桧
曽
は
清
水
峠
越
往
還
の
最
奥
の
集
落
。
番
所
は
関
所
と
違
い
、
 

交
通
を
停
止
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
近
隣
の
者
の
や
む
を
得
な 

い
交
通
を
認
め
る
以
外
、
全
て
通
行
を
止
め
た
。
番
所
開
始
の
は
っ 

き
り
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛
永
年
間(

一
六
二
四
〜
四
四) 

に
は
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
番
所
は
湯
桧
曽 

阿
部
家
が
、
代
々
仰
せ
つ
か
っ
て
明
治
ま
で
続
い
た
。

【清
水
峠
越
え
道(

利
根
郡
月
夜
野
町)

】

湯
桧
曽
を
過
ぎ
る
と
道
は
ほ
ぼ
湯
桧
曽
川
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
。
 

マ
チ
ガ
沢
あ
た
り
か
ら
は
、
草
む
ら
に
覆
わ
れ
な
が
ら
も
往
時
の
面 

影
を
偲
ば
せ
る
細
い
道
が
続
い
て
い
る
。
武
能
沢
や
白
樺
沢
の
九
十 

九
折
れ
の
道
を
経
て
、
清
水
峠
に
至
る
。

湯桧曽口留番所跡



■

三
国
街
道
と
北
へ
の
道

佐渡奉行街道

中山道を本庄宿から分かれて玉村一 

総社一渋川への街道は、三国街道の古 

道である。高崎一金古一渋川の三国街 

道も元禄•正徳の頃に整備され、高崎 

城下の繁栄とともに、いつしか金古道 

が三国街道の本街道のようになった。 

しかし、新潟奉行は金古道を通った記 

録はあるが、佐渡奉行は後世まで総社 

を通る古道を通行した。そのため佐渡 

奉行街道、佐渡往還等と呼んで、三国 

街道と区別する人も多い。しかし、古 

文書等の例では、三国道、三国通りと 

記載されたものが多い。



【玉
村
宿(

佐
波
郡
玉
村
町)

】

本
来
は
日
光
例
幣
使
街
道
の
宿
場
。
伊
奈
備
前
守 

忠
次
が
滝
川
用
水
を
開
き
、
慶
長
十(

一
六
〇
五)

年
、
 

近
郷
の
農
民
を
呼
び
寄
せ
上
新
田
、
下
新
田
を
設
置 

し
た
。
明
和
元(

一
七
六
四)

年
に
は
道
中
奉
行
の
支 

配
と
な
る
。
例
幣
使
街
道
に
直
交
し
、
佐
渡
奉
行
街 

道
が
通
り
、
佐
渡
奉
行
が
往
復
し
、
佐
渡
送
り
の
無 

宿
.

罪
人
を
継
ぎ
立
て
た
。

【大
渡
関
所(

前
橋
市)

】

前
橋
城
下
の
北
、
前
橋.

総
社
間
の
利
根
川
に
渡 

し
が
置
か
れ
た
。
現
、
大
渡
橋
の
下
流
一

km
付
近
、
 

字
観
民
地
先
。
元
和
ニ
ニ
六
一
六)

年
創
設
。
前
橋 

藩
が
管
理
し
、
下
目
付
一
人
、
番
人
足
軽
二
人
を
お 

き
、
繾
三
本
の
他
諸
武
具
を
常
備
し
た
。
真
政.

福 

島
関
所
と
と
も
に
東
上
州
か
ら
西
上
州
へ
の
鉄
砲
、
 

逆
の
出
女
が
厳
し
か
っ
た
。
な
お
利
根
川
の
渡
し
は 

船
渡
し
で
あ
っ
た
が
、
安
政
五
二 

八
五
八)

年
、
永 

井
長
治
郎
の
工
夫
に
ょ
る
刎
橋
が
完
成
し
、
万
代
橋 

と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
錦
絵
に
は
関
所
も
描
か
れ
て 

い
る
。
但
し
、
文
久
三
二 

八
六
三)

年
流
失
。

大渡渡し付近



【総
社
宿(

前
橋
市)

】

総
社
宿
は
、
秋
元
長
朝
が
慶
長
六
二 

六
〇
一}

年 

に
着
任
以
来
、
総
社
城
の
築
城
事
業
の
一
環
と
し
て 

形
成
さ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
宿
場
は
城
下
町
と
し 

て
の
機
能
を
も
っ
て
お
り
、
街
道
は
三
力
所
で
直
角 

に
折
れ
曲
が
り
、
宿
の
北
と
南
に
は
木
戸
が
設
け
ら 

れ
た
。
地
割
り
は
全
長
十
一
町
三
十
間(

ー
ニ
五
三 

巴
で
、
道
に
沿
い
整
然
と
し
て
さ
れ
て
お
り
、
間 

ロ
五
〜
十
間
、
奥
行
き
三
十
五
〜
四
十
間
の
短
冊
型 

で
あ
っ
た
。
道
の
中
央
と
屋
敷
裏
に
は
水
路
を
有
し 

た
。
宿
内
に
は
、
本
陣
跡(
宮
下
家)

、
問
屋
跡(
福 

田
家
、
曽
我
家)

、
光
巌
寺
等
が
あ
る
。

総社宿の町並



【大
久
保
宿(

北
群
馬
郡
吉
岡
村)

】

宿
は
昔
か
ら
「大
久
保
の
長
宿
」
と
言
わ
れ
、
南
北 

に
長
い
家
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。
明
和
元
二
七

六
四)

年
の
明
細
帳
に
よ
る
と
「南
北
二
十
八
町
程
」
 

と
あ
り
、
現
在
で
も
下
中
町
か
ら
中
町•

上
町
ま
で 

が
ほ
ぼ
直
線
で
約
ー
ニ
ー

km
で
あ
る
。
こ
の
宿
で
目 

に
付
く
の
が
土
蔵
と
養
蚕
農
家
で
あ
る
。
宿
の
運
賃 

等
の
上
が
り
も
少
な
く
、
三
国
街
道
に
客
を
奪
わ
れ 

る
と
、
貧
し
い
宿
と
な
り
、
養
蚕
に
力
を
入
れ
る
よ 

ぅ
に
な
っ
た
。
「二
階
で
百
姓
を
す
る
」
と
言
わ
れ
る 

程
に
な
り
、
裕
福
の
農
家
が
増
え
た
。
宿
に
は
下 

(
嵇
沢
氏)

、
中(

田
中
氏)

、
上
の
問
屋
跡
等
が
あ
る
。

【八
木
原
宿(

渋
川
市)

】

宿
は
直
線
に
北
に
の
び
る
街
道
に
沿
っ
て
形
成
さ 

れ
て
お
り
、
道
路
の
西
側
に
は
石
積
み
の
残
る
水
路 

が
残
る
。
宿
は
南
か
ら
下.

中
.

上
宿
か
ら
な
り
、
 

中
宿
に
は
高
札
場
、
問
屋
、
郷
會
が
あ
っ
た
。
特
に 

高
札
場
は
「八
木
原
の
高
札
」
と
し
て
著
名
で
、
「八
木 

原
に
過
ぎ
た
る
も
の
に
高
札
場
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
 

ま
た
、
こ
の
付
近
は
「天
王
」
と
呼
ば
れ
る
神
地
で
、
 

祇
園
祭
の
時
に
は
こ
こ
に
八
坂
神
社
の
神
輿
が
置
か 

れ
る
。
上
宿
か
ら
中
宿
の
高
札
場
の
間
は
や
や
広
く 

な
っ
て
お
り
、
「乗
り
切
り
馬
場
」
と
呼
ば
れ
か
つ
て 

は
こ
こ
で
草
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
。

大久保宿の町並



■

日
光
例
幣
使
街
道■

足
尾
銅
山
街
道
と
東
毛
の
道

足

尾

銅

山

街

道

銅山街道は、足尾山中に産する銅を江戸に運送するため 

に設定された、足尾から利根)11の河岸までの全長58kmに及 

ぶ街道である。慶長15(1610)年足尾山中に銅鉱が発見され、 

はじめは指定商人に売り払われ、日光を経由して積み出さ 

れたが、慶安元5(1648)年より幕府直轄として銅山奉行が 

おかれ、銅の採掘から精錬、そして浅草御蔵への納入から 

管理まで一切を行うこととなった。この幕府直轄に伴い、 

翌年から渡瀬)11沿いに南下し、銅を輸送するための産業道 

路として足尾一平塚間M里27町(約60km)が「あかがね街道」 

として整備されることとなった。

街道には、銅の継ぎ送りをするため、沢入•花輪・大 

間々・平塚に宿場がおかれ、それぞれに銅問屋が設けられ 

た。寛文年間(1660年代)に、銅山奉行の岡上景能は大間々 

扇状地の開発をすすめ、大間々宿からまっすぐに南下する 

新しい道路を開削し、その中間に大原宿を新設した。元禄 

年間(1688〜1703)には、従来の平塚河岸を廃止して下流の 

前島河岸に移し、銅問屋は河岸に近い亀岡に設けられた。 

また、延享4(1747)年に大間々宿が前橋藩の領有となった 

ため、やや西の方に移動して桐原宿が設置された。

街道における銅の運送は、各宿に割り当てられた付近の 

農村の人馬によって行われた。し、わゆる助郷と呼ばれるも 

ので、天保14(1843)年の銅山街道の助郷村は59力村であっ 

た〇

明治4(1871)年足尾銅山が民間に払い下げられ、大正元 

(1912)年足尾線が開通すると銅山街道は大きく変貌し、現 

在、花輪•桐原-亀岡にある銅蔵が昔の名残りを伝えてい



【平
塚
河
库(

佐
波
郡
境
町)

】

平
塚
河
岸
は
、
利
根
川
と
広
瀬
川
の
合
流
点
付
近
、
 

現
在
の
上
武
大
橋
か
ら
上
流
六
〇
〇m

付
近
の
利 

根
川
左
岸
に
あ
っ
た
。
河
岸
の
設
立
年
代
を
示
す
資 

料
は
な
い
が
、
銅
搬
出
港
と
し
て
慶
長
年
間(

一
五 

九
六
〜
一
六
一
〇)

と
推
定
さ
れ
る
。
問
屋
の
数
は 

宝
暦
年
間(

一
七
五
一
〜
一
七
六
三)

で
十
軒
、
安
永 

年
間(

一
七
七
二
〜
一
七
七
八)

で
七
軒
、
天
保
年
間 

二
八
三
〇
〜
一
八
四
三)

で
十
一
軒
で
會
賀
野
河
岸 

に
次
ぐ
規
模
で
あ
っ
た
。
平
塚
河
岸
は
二
つ
の
役
割 

を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
足
尾
銅
山 

か
ら
の
銅
搬
出
の
道H

銅
山
街
道
の
終
点
と
し
て
の 

役
割
。
も
ぅ
一
つ
は
広
瀬
川
を
通
じ
て
の
伊
勢
崎
河 

岸
へ
の
分
岐
点
と
し
て
の
位
置
と
天
明
以
降
水
深
が 

浅
く
な
っ
た
平
塚
ょ
り
上
流
へ
の
小
舟
へ
の
積
み
換 

え
地
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。

銅
の
搬
出
は
舟
運
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
急
ぎ
の 

場
合
は
対
岸
の
中
瀬
河
岸
に
運
ば
れ
中
山
道
を
利
用 

し
て
江
戸
へ
送
ら
れ
た
。
銅
の
輸
送
は
平
塚
を
は
じ 

め
と
し
て
周
辺
の
河
岸
に
役
舟
を
課
し
、
そ
れ
に
ょ 

っ
て
輸
送
に
当
た
っ
た
。
元
禄
年
間(

一
六
八
八
〜 

一
七
〇
三)

に
五

km
下
流
の
前
島
河
岸
に
銅
の
積
み 

出
し
河
岸
が
移
さ
れ
た
が
、
上
流
部
の
小
舟
か
ら
の 

積
換
地
と
し
て
、
ま
た
、
上
州
東
半
部
と
い
ぅ
経
済 

的
基
盤
を
控
え
た
積
出
河
岸
と
し
て
繁
栄
し
た
。

か
つ
て
の
河
岸
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
も
の
は
河 

岸
集
落
の
北
端
に
位
置
し
た
河
岸
問
屋
北
爪
家
、
そ 

の
東
に
あ
る
天
人
寺
、
北
西
に
あ
る
西
光
寺
、
両
寺 

の
道
を
北
上
し
て
五
〇
〇m

の
所
に
あ
る
赤
城
神
社 

な
ど
で
あ
る
。

問屋跡(北爪家)



【前
島
河
岸(

新
田
郡
尾
島
町)

】

足
尾
御
用
銅
の
積
出
港
は
元
禄
年
間(

一
六
八
八 

〜
一
七
〇
三)

に
平
塚
河
岸
か
ら
前
島
河
岸
に
移
っ 

た
。
河
岸
の
歴
史
は
古
く
元
禄
三
二
六
九
〇)

年
の 

河
岸
の
中
に
は
す
で
に
名
前
が
見
え
、
安
永
五
二 

七
七
六)

年
の
上
利
根
川
十
四
河
岸
仲
間
の
一
つ
に 

も
入
っ
て
い
る
。
安
永
年
間
の
絵
図
に
は
問
屋
が
八 

軒
の
っ
て
お
り
、
そ
の
繁
栄
ぶ
り
が
ぅ
か
が
え
る
。
 

前
島
河
岸
が
あ
っ
た
頃
は
利
根
川
は
現
在
ょ
り
か
な 

り
北
側
を
流
れ
て
い
た
が
、
河
岸
の
跡
は
今
は
畑
と 

な
っ
て
い
る
。
前
島
に
は
「上
の
河
岸
」
と
「下
の
河 

岸
」
の
二
つ
が
あ
り
、
今
は
早
川
を
挟
ん
で
向
か
い 

合
っ
て
い
る
。
「上
の
河
岸
」
は
「上
の
河
岸
ん
ち
」
と 

呼
ば
れ
る
宮
下
知
久
平
氏
の
家
が
、
「下
の
河
岸
」
は 

「下
の
河
岸
ん
ち
」
と
呼
ば
れ
る
宮
下
幸
雄
氏
の
家
が 

そ
れ
ぞ
れ
中
心
で
あ
っ
た
。
沿
線
の
亀
岡
に
は
当
時 

の
銅
蔵
が
残
さ
れ
て
い
る
。

【大
原
宿(

新
田
郡
藪
塚
本
町)

】

大
原
宿
の
成
立
は
、
寛
文
年
間(

一
六
六
一
〜
一

六
七
三)

に
岡
上
景
能
が
大
間
々
扇
状
地
の
新
田
開 

発
を
行
っ
た
時
に
宿
割
を
行
っ
た
こ
と
に
ょ
る
。
新 

設
さ
れ
た
大
原
宿
は
南
北
十
八
町
で
、
そ
れ
を
六
区 

に
分
け
三
町
ご
と
に
三
軒
の
東
西
道
路
を
付
け
た
。
 

街
道
中
心
大
通
り
は
七
軒
幅
、
現
区
画
で
四
、
五
区 

で
あ
る
。
三
、
六
区
は
五
軒
、
二
、
七
区
は
三
軒
と 

な
っ
て
い
る
。
街
道
に
平
行
し
、
両
側
に
五
〇
軒
入

亀岡の銅蔵(高木家)



つ
た
と
こ
ろ
に
裏
道
と
し
て
三
軒
道
路
が
あ
る
。
大 

通
り
に
面
し
た
東
西
両
側
に
は
千
鳥
に
井
戸
が
配
さ 

れ
、
今
も
い
く
つ
か
そ
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
 

大
通
り
の
両
側
に
は
用
水
も
流
れ
て
い
た
。
宿
に
は 

銅
問
屋
が
置
か
れ
、
西
村
家
が
あ
た
っ
た(

現
大
原 

四
区
地
内
群
馬
銀
行
の
あ
る
隣
接
地)

。
岡
上
景
能 

の
屋
敷
跡
は
街
道
と
両
毛
線
の
交
差
す
る
南
東
の
畑 

の
中
に
あ
る
。
景
能
を
祭
神
と
す
る
岡
上
霊
社
は
神 

明
宮
境
内
の
静
か
な
森
の
中
に
あ
る
。
ま
た
、
長
建 

,
寺
や
全
性
寺
と
い
っ
た
古
剎
も
残
る
。
長
建
寺
に
は 

信
州
高
遠
の
石
工
の
石
造
物
や
岸
亦
八
の
彫
刻
が
あ 

る
。
境
内
墓
地
に
は
銅
問
屋
西
村
家
の
墓
地
も
あ
る
。
 

全
性
寺
に
も
岸
亦
八
の
彫
刻
が
残
る
。
参
道
入
り
口 

の
地
蔵
尊
の
一
つ
の
台
石
に
は
承
徳
年
銘
の
道
標
が 

刻
ま
れ
て
い
る
。

大
原
三
区
の
街
道
西
側
に
は
天
保
四
年
銘
の
「あ 

づ
ま
道
」
道
標
が
あ
り
町
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。
 

「東
天
保
四
癸
巳
秋
建 

在
〃
道 

大
原
駅 

南 

江
戸
道 

太
田 

木
崎 

足
利 

西 

安
津
ま
道 

産
泰 

前
橋 

大
胡 

伊
香
保 

伊
勢
崎 

草
津 

北 

足
尾
銅
山 

日
光
道 

桐
生 

大
間
 々

赤
城 

山
」
と
あ
る
。

岡登霊社



【岡
登
用
水
】

渡
良
瀬
川
か
ら
引
水
し
て
笠
懸
野
を
開
拓
し
、
新 

田
開
発
を
企
画
し
た
用
水
路
。
江
戸
時
代
初
期
の
代 

官
岡
上
景
能
が
幕
府
の
新
田
開
発
政
策
に
そ
っ
て
寛 

文
四(

一
六
六
四)

年
に
開
削
工
事
に
着
手
し
、
寛
文 

十
ニ
ニ
六
七
二)

年
に
完
成
し
通
水
に
成
功
し
た
。
 

三
俣
分
水
か
ら
水
路
を
一
つ
は
鹿
川
沼
へ
、

一
つ
は 

阿
左
美
沼
へ
落
と
し
薮
塚.

西
野.

成
塚
を
経
て
新 

田
堀
へ
落
と
し
、

一
つ
は
阿
左
美
沼
か
ら
薮
塚
本
町 

へ
引
水
し
た
。
当
時
の
渡
良
瀬
川
か
ら
の
取
水
ロ
は 

桐
生
市
蕪
町
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
三
二
八
九
〇) 

年
に
大
間
々
町
大
間
々
字
川
久
保
地
先
に
移
さ
れ 

た
。

【大
間
々
宿(

山
田
郡
大
間
々
町)

】

慶
長
年
間(

一

五
九
六
〜
一
六
一
〇)

に
銅
山
街
道 

が
整
備
さ
れ
た
時
に
花
輸
宿
に
つ
ぐ
宿
場
と
な
り
、
 

銅
問
屋
と
銅
蔵
が
お
か
れ
た
。
延
享
四(

一
七
四
七) 

年
に
前
橋
藩
領
に
な
っ
た
た
め
隣
村
桐
原
に
銅
蔵
が 

移
り
、
宿
の
機
能
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
渡
良
瀬
川 

上
流
の
山
中
入
り
の
養
蚕
業
を
背
景
に
絹
市
も
開
か 

れ
、
近
世
中
期
ま
で
は
桐
生
を
し
の
ぐ
繁
栄
を
し
た
。

大
間
々
本
町
通
り
に
は
旧
大
間
々
銀
行
本
店
や
古 

い
蔵
づ
く
り
な
ど
が
残
る
。
大
正
十
二
九
一
五) 

年
に
建
築
さ
れ
た
旧
大
間
々
銀
行
本
店
は
、
銀
行
建 

築
と
し
て
は
県
下
で
二
番
目
に
古
く
近
代
化
遺
産
と 

し
て
貴
重
で
あ
る
。

旧大間々銀行本店



【桐
原
宿(

山
田
郡
大
間
町)

】

延
享
四
二
七
四
七)

年
に
大
間
々
宿
が
前
橋
藩
領 

と
な
る
と
桐
原
が
指
定
替
え
と
な
っ
た
。
銅
問
屋
は 

藤
生
家
で
代
々
名
主
を
勤
め
る
。
桐
原
郷
蔵
と
銅
山 

街
道
を
挟
ん
で
筋
向
か
い
に
藤
生
家
が
あ
る
。
多
少 

の
改
造
も
あ
る
が
銅
蔵
も
あ
り
、
銅
問
屋
の
役
務
に, 

関
す
る
文
書
類
も
多
く
残
る
。
郷
蔵
は
当
初
甚
助
蔵 

を
借
り
て
享
保
の
頃
か
ら
飢
饉
に
備
え
て
少
し
づ
つ 

籾
.

稗
を
貯
蔵
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
弘
化
四 

(

一
八
四
七)

年
に
甚
助
蔵
を
六
両
で
買
い
受
け
世
音 

寺
境
内
に
改
築
し
た
の
が
現
在
の
郷
蔵
で
あ
る
。
蔵 

の
中
に
は
年
貢
帳.

宗
門
人
別
帳
な
ど
の
文
書
三
千 

点
以
上
が
残
っ
て
い
る
。
世
音
寺
は
寛
永
八
二 

六 

三
一)

年
に
学
僧
慶
重
が
中
興
、
本
堂
は
元
禄
十
四 

(

一
七
〇
一)

年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
。
境
内
に
は
六 

地
蔵.

芭
蕉
句
碑
な
ど
が
あ
る
。

【深
沢
集
落(

山
田
郡
上
神
梅
字
深
沢)

】

国
道 

ニ
ー
ニ
号
線
と
浅
間
山
と
の
間
の
中
腹
に
あ 

る
四
〇
戸
ほ
ど
の
集
落
。
集
落
は
元
、
上
の
台
地
に 

あ
り
上
の
宿
と
言
い
、
銅
山
街
道
の
賑
わ
い
と
伴
に 

現
在
の
所
に
新
宿(

ア
ラ
シ
ュ
ク)

と
し
て
生
ま
れ
た
。
 

以
前
は
寺
も
ニ
カ
所
あ
り
集
落
の
上
に
正
光
寺
、
中 

に
は
長
命
寺
と
い
ぅ
跡
が
残
る
。
集
落
の
家
々
は 

「恵
比
寿
や
」
「餅
や
」
「酒
や
」
「豆
腐
や
」
「駕
籠
や
」
な 

ど
の
屋
号
で
呼
ば
れ
る
家
が
残
る
。

桐原宿の町並



【花
輪
宿(

勢
多
郡
東
村)

】

花
輪
宿
は
国
道
と
離
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
五
宿
の 

中
で
は
も
っ
と
も
宿
場
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
宿 

の
中
ほ
ど
に
あ
る
高
草
木
家
の
銅
蔵
は
木
造.

厚
壁 

の
土
蔵
造
り
で
現
存
す
る
銅
蔵
の
中
で
も
っ
と
も
保 

存
が
よ
い
。
継
ぎ
送
り
の
時
に
使
用
し
た
御
用
札
も 

残
っ
て
い
る
。

【沢
入
宿(

勢
多
郡
東
村)

】

足
尾
か
ら
最
初
の
宿
が
沢
入
宿
で
あ
る
。
銅
蔵
跡 

は
石
垣
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
宿
に
は
月
四
日 

(

一.

六
.

十
六.

二
十
六)

の
市
が
立
ち
、
諸
穀. 

薪

炭.

糸
な
ど
が
売
買
さ
れ
た
。
宝
暦
六
二 

七
五 

六)

年
の
村
明
細
帳
に
よ
る
と
百
姓
二
百
三
十
二
軒
、
 

ぅ
ち
大
工
三
人
、
指
物
一
人
、
木
挽
く 

一
人
、
彫
物 

三
人
、
畳
屋
工
人
、
馬
喰
三
人
、
座
頭
一
人
、
ほ
か 

酒
造
屋
で
あ
っ
た
。

【勢
多
東
村
地
内
に
残
る
石
畳
の
道
】

沢
入
宿
の
問
屋
は
沢
入
小
学
校
北
側
の
道
を
東
に 

行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
は
石
垣
の
み
が
残
る
。
そ 

こ
か
ら
沢
入
字
落
居(
お
て
い)

に
真
っ
直
ぐ
に
下
り 

込
む
。
こ
の
細
い
道
が
銅
山
街
道
で
石
敷
き
が
残
る
。
 

ま
た
、
神
戸
の
太
郎
神
社
の
東
か
ら
渡
良
瀬
川
に
下 

り
る
道
に
も
石
敷
き
が
よ
く
残
る
。

花輪宿の銅蔵(高草木家)



■

日
光
例
幣
使
街
道
・
足
尾
銅
山
街
道
と
東
毛
の
道

日

光

例

幣

使

街

道

日光東照宮の春の例祭に毎年幣 

帛を奉納するために派遣される勅 

使を日光例幣使といい、この日光 

例幣使一行の通る街道として整備 

されたのが日光例幣使街道である。 

中山道を倉賀野から分かれ、玉 

村・五料・柴・木崎・太田の5宿 

を経て、下野国八木宿に通じ楡木 

宿に至る14宿。正保3(1646)年以来、 

日光東照宮大祭(4月15〜17日)に朝 

廷から奉幣使を派遣するのが恒例 

となった。每年4月1日に京都を 

出発し、4月15日に日光に到着す 

るのが慣例。奉幣使の随員は5〇〜 

60人、公卿•宮・門跡などの京都 

人の参拝者も多く、沿道には示風 

文化が伝えられた。また、この道 

は北関東の東西道として重視され、 

明和元(1764)年以降、道中奉行管轄 

となり5街道に準じ、各宿には本 

陣・脇本陣が置かれた。



【中
山
道
と
の
分
去
れ

(

高
崎
市
倉
賀
野
町)

】

日
光
例
幣
使
街
道
は
倉
賀
野
宿
の
南
、
分
去
り
辻 

で
中
山
道
と
分
か
れ
て
始
ま
る
。
こ
の
辻
に
は
閻
魔 

堂
が
あ
り
、
こ
の
前
に
「従

是

右

江

戸

道

左

日 

光
道
」
と
書
か
れ
た
高
さ
約
一m
の
道
標
や
三
段
の 

基
壇
の
上
に
高
さ
三
.

七m
ほ
ど
の
常
夜
灯
が
あ 

る
〇【玉

村
宿(

佐
波
郡
玉
村
町)

】

伊
奈
備
前
守
忠
次
が
滝
川
用
水
を
開
き
、
慶
長
十 

(

一
六
〇
五)

年
近
郷
か
ら
農
民
を
呼
び
寄
せ
上
新
田 

村
と
下
新
田
村
を
設
置
。
宿
は
一
直
線
で
延
長
約
二 

六
一
〇
丐 

宿
の
西
側
三
分
の
一
ほ
ど
に
位
置
す
る 

玉
村
八
幡
宮
の
大
門
を
境
に
西
側
は
上
新
田
、
東
側 

が
下
新
田
。
上
新
田
は
群
馬
郡
に
属
し
角
町
三
、
四 

丁
目
に
分
か
れ
、
下
新
田
は
那
波
郡
に
属
し
、
五
〜 

九
丁
目
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
四
〜
七
丁
目
は
伝
馬 

町
と
称
し
、
本

陣.

問
屋
場.

旅
籠
屋
が
あ
っ
た
。
 

宿
高
は
千
六
百
二
十
九
石
、
天
保
年
間
で
家
数
二
百 

七
十
軒
、
人
口
千
三
十
二
人
、
旅
籠
屋
三
十
六
軒
。
 

本
陣
は
六
丁
目
北
側
に
あ
り
、
そ
の
屋
敷
跡
に
は
一 

八
四
四
年
の
例
使
参
議
綾
小
路
有
長
の
歌
碑
が
残
さ 

れ
て
い
る
。
問
屋
場
は
四
丁
目
と
七
丁
目
に
あ
っ
た
。
 

例
幣
使
一
行
が
こ
の
街
道
で
宿
泊
す
る
の
は
玉
村
宿 

と
天
明
宿
と
決
め
ら
れ
て
お
り
玉
村
宿
の
宿
泊
は
四 

月
十
一
日
で
あ
っ
た
。
玉
村
宿
に
は
例
幣
使
街
道
と 

交
差
し
佐
渡
奉
行
街
道
が
通
っ
て
お
り
、
佐
渡
奉
行 

が
往
復
し
、
無
宿
人.

罪
人
が
継
ぎ
送
り
さ
れ
た
。
 

慶
応
四(

一
八
六
八)

の
大
火
で
町
並
み
は
焼
失
し
、
 

今
の
町
並
み
は
そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

玉村宿本陣•木島家歌碑



【五
料
宿•

五
料
関
所■

五
料
河
岸

(

佐
波
郡
玉
村
町)

】

五
料
宿
は
玉
村
宿
か
ら
約
六

km
、
例
幣
使
街
道
で 

た
だ
一
つ
の
関
所
が
置
か
れ
た
宿
。
関
所
は
元
和
元 

(

一
六
一
六)

年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
開
設
時
は 

前
橋
藩
の
管
理
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
十(

一
六
九
七) 

年
か
ら
幕
府
の
支
配
と
な
っ
た
。
「入
り
鉄
砲.

出
女
」
 

の
監
視
が
厳
重
で
あ
っ
た
が
、
特
に
西
国
筋
か
ら
奧 

州
筋
へ
旅
す
る
女
性
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
か
っ 

た
。
現
在
、
関
所
跡
に
は
門
の
礎
石
二
基
と
古
井
戸 

が
残
る
。

五
料
河
岸
は
利
根
川
最
上
流
の
公
認
河
岸
。
こ
の 

付
近
は
利
根
川
と
烏
川
の
合
流
点
で
、
例
幣
使
街
道 

の
五
料
と
柴
宿
の
渡
し
場
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
沼 

田
.

前
橋
藩
の
参
勤
交
代
路
で
も
あ
る
。
船
積
問
屋 

二
軒
。
筏
を
組
む
筏
河
岸
と
し
て
も
栄
え
た
。
五
料 

河
岸
の
近
く
に
は
飯
玉
神
社
が
あ
り
、
そ
の
境
内
に 

は
大
杉
神
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
大
杉
神
社
は
水 

神
で
、
船
頭
た
ち
が
水
難
防
止.

船
の
安
全
を
祈
っ 

た
。
毎
年
、
七
月
二
十
五
日
に
は
水
神
祭
が
行
わ
れ
、
 

麦
わ
ら
と
青
竹
で
組
ん
だ
麦
わ
ら
舟
が
利
根
川
に
流 

さ
れ
る
。

【柴
宿(

伊
勢
崎
市
柴)

】

柴
宿
は
寛
永
十
九(

一
六
四
二)

年
に
宿
駅
と
し
て 

整
備
さ
れ
た
。
宿
内
の
道
路
中
央
に
流
れ
て
い
た
堀 

は
蓋
を
し
て
あ
る
が
側
溝
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
こ 

の
堀
の
南
が
旧
道
の
一
部
で
、
宿
の
中
ほ
ど
に
本
陣 

の
関
根
家
が
あ
る
。
母
屋
は
解
体
さ
れ
た
が
棟
門
と 

老
松
に
面
影
を
と
ど
め
る
。
文
化
二(

一
八
〇
五)

年 

の
家
数
は
百
七
軒
、
旅
籠
屋
十
軒
で
宿
と
し
て
は
小 

規
模
で
あ
っ
た
。

柴宿本陣(関根家)



【八
海
山(

佐
波
郡
境
町
下
武
士)

】

一
里
塚
跡
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、

一
本
松
が
残
る
。

【境
宿(

佐
波
郡
境
町)

】

は
じ
め
借
宿
と
呼
ば
れ
た
が
寛
永
二
十(

一
六
四 

三)

年
大
通
り
が
通
じ
て
町
並
み
が
で
き
、
例
幣
使 

の
通
行
が
始
ま
る
と
間
宿
と
な
り
、
文
久
三
二 

八 

六
三)

年
問
屋
場
が
取
り
立
て
ら
れ
た
。
伊
勢
崎
藩 

の
領
有
で
、
三
国
街
道
に
通
じ
る
江
戸
街
道
が
交
差 

し
、
平
塚
河
岸
が
近
く
に
あ
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ 

た
。
二.

七
の
六
斎
市
が
盛
ん
と
な
り
絹
糸.

織
物 

の
集
散
が
多
く
、
経
済
的
に
豊
か
だ
っ
た
の
で
文 

化
.

文
芸
が
栄
ぇ
た
。

本
陣
は
織
間
家
で
あ
る
が
、
解
体
さ
れ
ス
ー
パ
ー 

の
一
角
に
石
碑
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
街
道
沿
い
に 

並
ぶ
数
軒
の
商
家
の
母
屋
と
土
蔵
に
か
ろ
ぅ
じ
て
当 

時
の
面
影
を
示
す
。
ま
た
、
長
光
寺
、
稲
荷
神
社
に 

は
芭
蕉
句
碑
が
あ
り
、
こ
の
地
域
一
帯
で
俳
句
が
盛 

ん
だ
っ
た
こ
と
が
伺
ぇ
る
。
諏
訪
神
社
境
内
に
は
年 

代
不
詳
の
道
し
る
べ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
く
の
三 

本
辻
に
立
っ
て
い
た
も
の
か
。
こ
こ
で
例
幣
使
も
小 

休
止
し
た
。

八海山



【木
崎
宿(

佐
波
郡
新
田
町)

】

木
崎
宿
は
寛
永
十
九(

一
六
四
ー 

ー)

年
に
街
道
が
作 

ら
れ
、
町
並
み
は
八o
o
m

、
道
幅
は
七
軒
で
あ
っ 

た
。
銅
山
街
道
と
の
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
で
も
あ 

り
、
本

陣.

問
屋
場
も
置
か
れ
、
文
化
ー
ー
ニ
八
〇 

五)

年
の
家
数
は
百
四
十
四
軒
、
旅
籠
屋
二
十
七
軒 

で
あ
っ
た
。
四
.

九
の
六
斎
市
が
立
ち
、
越
後
方
面 

か
ら
来
た
と
い
ぅ
飯
盛
女
に
よ
っ
て
口
説.

木
崎
節 

が
ぅ
た
わ
れ
た
。

木崎宿の町並



【太
田
宿(

太
田
市)

】

寛
永
二
十(

一
六
四
三)

年
、
宿
通
り
両
側
に
間
口 

七
軒
、
奥
行
き
三
十
軒
の
地
割
り
を
施
行
。
正
保
二 

(

一
六
四
五)

年
よ
り
「太
田
駅
と
改
む
」
と
「橋
本
本 

陣
文
書
」
に
あ
り
、
宿
の
成
立
年
代
を
示
し
て
い
る
。
 

大
光
院
、
松
茸
献
上
な
ど
を
背
景
に
近
郷
の
中
心
的 

地
位
を
確
立
し
て
発
展
。
天
和
元
二 

六
八
一)

年
以 

降
天
領
。
天
保
十
四
二 

八
四
三)

年
に
は
宿
高
五
百 

四
十
八
石
、
家
数
四
百
六
軒
、
人
口
千
四
百
九
十
六 

人
、
本
陣.

脇
本
陣.

問
屋
場
が
あ
っ
た
。
旅
籠
屋 

は
十
軒
。
本
陣
は
宿
の
中
央
に
あ
っ
た
橋
本
家
で 

「含
翠
館
」
と
呼
ば
れ
る
書
院
や
ふ
す
ま
絵
な
ど
の
遺 

構
を
残
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
八
二 

九
八
三)

年 

失
火
に
よ
り
全
焼
。
宿
の
東
端
に
追
分
地
蔵
の
道
し 

る
ベ
が
あ
り
「右
た
て
ば
や
し 

左
日
光
道
」
と
記
さ 

れ
て
い
る
。

宿
の
北
、
金
山
丘
陵
の
南
麓
に
は
「子
育
て
呑
龍 

様
」
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
い
る
大
光
院
が
あ
る
。
 

正
式
に
は
「義
重
山
新
田
寺
大
光
院
」
と
い
い
、
慶
長 

八
二 

六
一
三)

年
に
徳
川
家
康
が
先
祖
で
あ
る
新
田 

義
重
の
追
善
の
た
め
に
呑
龍
上
人
を
招
い
て
開
山
し 

た
。
市
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
吉
祥
門
を 

入
る
と
正
面
に
本
堂
、
本
堂
右
手
に
大
方
丈.

小
方 

丈
.

庫
裏
、
本
堂
手
前
に
水
屋
な
ど
が
あ
る
。

大光院



■

日
光
例
幣
使
街
道■

足
尾
銅
山
街
道
と
東
毛
の
道

古

河

往

還

古河往還は、例幣使街道の太田 

市新島の追分から埼玉県北川辺町 

を経て茨城県古河市に至る街道で 

ある。古代武蔵国が東山道に属し 

ていた頃は、上野国府から武蔵国 

府に行くには新田駅から邑楽(おは 

らぎ)駅を経て武蔵国に入った。こ 

の東山道は、現在の古河往還と一 

部重複していたと考えられる。ま 

た、建暦元(1211)年、親鸞が越後か 

ら常陸国に行く時に通行した道が 

古河往還と推定される。

このように古河往還は中世以前 

は主要道路として利用されたと思 

われるが、近世になると諸街道の 

整備や河川交通におされ地方道と 

なっていった。このため太田・館 

林・古河を除くと宿場もなかった。

道の呼称については太田市竜舞 

までは館林道の呼び方が多く、館 

林城下以西の邑楽郡では太田道- 

前橋道、以東では古河道・古河往 

還と呼んでいる。



【追

分

地

蔵(

古

河

往

還

起

点)

(

太

田

市

新

島)

】

追
分
地
蔵
は
、
高
さ
二m
ほ
ど
で
瓦
葺
の
覆
い
屋 

の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
置
か
れ
て
い
る
。
台
座
に
「た 

て
ば
や
し
道
さ
の
道
」
の
文
字
が
見
え
る
。
地
蔵 

尊
の
右
手
前
に
享
和
三
二
八
〇
三)

年
の
道
標
が
あ 

る
。

【上

休

泊

堀(

太

田

市)

】

戦
国
時
代
末
期
多
野
郡
平
井
城
主
で
あ
っ
た
関
東 

管
領
上
杉
憲
政
の
家
臣
で
あ
っ
た
大
谷
休
泊
が
館
林 

へ
移
住
後
、
金
山
城
主
由
良
国
繁
な
ど
の
協
力
を
得 

て
山
田
郡
内
ケ
島(
現
桐
生
市)

か
ら
渡
良
瀬
川
の
水 

を
引
い
て
太
田
市
東
部
か
ら
邑
楽
郡
内
を
灌
漑
し
た 

用
水
。

【竜

舞

集

落(

太

田

市

竜

舞)

】

集
落
入
り
口
の
南
に
は
浄
土
宗
正
運
寺
が
あ
る
。
 

天
文
二(

一
五
三
三)

年
に
良
意
上
人
に
よ
っ
て
開
か 

れ
た
と
さ
れ
、
街
道
に
面
し
て
い
る
た
め
に
北
向
き 

で
あ
る
。
集
落
中
ほ
ど
の
北
に
は
郷
社
賀
茂
神
社
が 

あ
る
。
二
〇
〇
坪
余
り
の
境
内
に
は
本
殿.

拝
殿. 

庫
裏.

神
楽
殿
な
ど
の
社
殿
が
あ
り
、
雷
電
社.

妙 

義
社.

浅
間
社
の
三
社
が
境
内
社
と
し
て
祭
ら
れ
て

上休泊堀



い
る
。
近
郷
き
っ
て
の
名
社
で
あ
る
。
賀
茂
神
社
の 

西
方
に
は
曹
洞
宗
浄
光
寺
が
あ
る
。
寺
域
の
西
側
に 

五
輪
塔
四
基
が
あ
り
、
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ 

れ
て
い
る
。

【
石

打

集

落(

邑
楽
郡

邑

楽

町

石

打)

】

石
打
集
落
に
入
っ
た
道
は
、
石
打
城
の
南
の
外
郭 

を
な
す
堀
に
沿
ぅ
。
石
打
城
は
東
西
四
〇o
m

、
南 

北
三
〇
〇m
ほ
ど
で
、
本
丸.

土
塁.

堀
跡
な
ど
ょ 

く
旧
状
を
と
ど
め
る
。
石
打
集
落
の
南
に
は
「
こ
ぶ 

観
音
」
の
名
で
有
名
な
曹
洞
宗
明
言
寺
が
る
。
本
尊 

は
千
手
観
音
。
江
戸
時
代
に
両
野
三
十
三
所
観
音
の 

第
六
番
札
所
と
さ
れ
て
か
ら
參
詣
人
が
絶
え
な
い
。

明言寺



【藤
川
〜
千
原
田
〜
鶏
〜

高

根

〜

館

林

城

下

】

石
打
集
落
を
抜
け
た
道
は
国
道
を
二
〇
〇m
ほ
ど 

進
み
琵
琶
首
橋
あ
た
り
か
ら
北
へ
進
み
、
藤
川
城
跡 

の
南
外
郭
線
を
堀
跡
に
沿
っ
て
曲
が
り
高
正
寺
の
門 

前
へ
抜
け
て
い
る
。
藤
川
城
跡
は
小
泉
城
主
富
岡
秀 

光
が
佐
野
城
攻
略
の
中
継
基
地
と
し
て
築
き
、
小
林 

河
内
守
義
知
を
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
、
小
林 

氏
が
本
郭
に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
。
こ
の
城
は
東
西 

六
〇o
m

、
南
北
二
五
〇m
の
相
当
の
規
模
を
有
し 

て
い
た
ら
し
く
、
寺
曲
輪
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
高 

正
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

千
原
田.

鶉
に
は
そ
れ
ぞ
れ
長
良
神
社
が
あ
る
〇
 

こ
の
他
に
も
、
古
河
往
還
沿
い
に
は
い
く
つ
か
の
長 

良
神
社
が
分
布
し
て
い
る
。
長
良
神
社
は
藤
原
長
良 

を
祭
神
と
し
邑
楽•

館
林
一
帯
に
多
数
み
ら
れ
る 

が
、
こ
れ
は
長
良
公
の
徳
政
を
偲
ん
だ
も
の
と
も
利 

根
川
の
水
の
脅
威
か
ら
人
々
を
守
る
信
仰
に
よ
る
も 

の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

鶉
の
信
号
で
国
道
と
分
か
れ
左
へ
入
っ
た
道
は
、
 

鶉
集
落
を
抜
け
て
行
く
。
こ
の
当
た
り
は
比
較
的
旧 

状
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。
そ
の
出
口
に
白
向
の
義 

民
地
蔵
が
あ
る
。
延
宝
四(

一
六
七
六)

年
二
月
十
五 

日
館
林
藩
日
向
刑
場
で
山
田
郡
台
之
郷
の
名
主
小
沼 

庄
左
衛
門
ら
十
八
人
が
直
訴
の
重
罪
に
よ
り
磔
の
刑 

に
処
せ
ら
れ
た
。
時
の
藩
主
は
後
の
五
代
将
軍
綱
吉 

で
あ
っ
た
が
、
藩
の
役
人
が
年
貢
の
横
領
を
た
く
ら 

み
不
当
な
年
貢
を
課
し
た
。
こ
の
暴
政
に
苦
し
ん
だ 

農
民
は
、
庄
左
衛
門
を
中
心
に
幕
府
へ
直
訴
し
た
が 

聞
き
入
れ
ら
れ
ず
処
刑
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
年

鶉の旧道



後
の
元
禄
十
七(

一
七
〇
四)

年
の
命
日
に
、
近
郷
よ 

り
浄
財
を
集
め
、
十
八
人
の
供
養
の
た
め
に
地
蔵
尊 

を
建
立
し
た
。
こ
れ
が
義
民
地
蔵
で
あ
る
。
お
堂
は 

周
囲
の
建
物
と
そ
の
向
き
を
異
に
し
、
ほ
ぼ
南
東
に 

向
け
て
お
り
そ
の
延
長
に
は
館
林
城
が
あ
る
。

館
林
市
高
根
集
落
に
は
市
の
名
刹
竜
興
寺
が
あ 

る
。
そ
の
創
建
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
と 

も
言
わ
れ
、
中
世
に
は
佐
貫
庄
の
有
力
寺
院
と
し
て 

栄
え
、
戦
国
末
期
に
荒
廃
し
た
が
江
戸
時
代
に
再
興 

さ
れ
た
。
寺
に
は
北
条
氏
虎
印
制
札
や
榊
原
康
政
禁 

制
が
残
さ
れ
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い 

る
。
寺
の
山
門
付
近
に
は
多
く
の
石
造
物
が
あ
る
が
、
 

中
で
も
地
蔵
尊
が
目
に
留
ま
る
。
首
が
胴
に
め
り
込 

む
よ
ぅ
な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
形
を
し
て
お
り
、
台
石
に 

は
「右
足
利
道 

左
太
田
道
」
と
あ
る
。
元
は
古
河
往 

還
沿
い
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

鶉長良神社



【館

林

城

下(

館

林

市)

】

館
林
城
は
弘
治
二(

一
五
五
六)

年
赤
井
照
光
が
築 

い
た
と
言
わ
れ
、
別
名
尾
曳
城
と
も
い
ぅ
。
永
禄
五 

(

一
五
六
二)

年
上
杉
謙
信
は
こ
の
城
を
攻
略
し
赤
井 

照
景
を
武
州
忍
に
お
い
、
城
を
長
尾
景
長
に
与
え
る
。
 

そ
の
後
北
条
氏
に
移
っ
た
が
天
正
一
八
二 

五
九
〇) 

年
小
田
原
攻
め
の
際
に
石
田
三
成
な
ど
に
ょ
っ
て
攻 

撃
を
受
け
降
伏
し
、
徳
川
家
康
の
家
臣
榊
原
康
政
が 

封
じ
ら
れ
た
。
寛
文
元
二 

六
六
一)

年
に
は
徳
川
綱 

吉
が
城
主
と
な
っ
た
。

城
は
東
部
に
城
沼
を
要
害
と
し
て
築
か
れ
、
中
心 

部
は
尾
状
の
半
島
部
に
東
か
ら
八
幡
郭.

本
丸.

二 

の
丸.

三
の
丸
と
並
ぶ
。
城
下
町
は
城
の
西
側
に
つ 

き
高
土
居
を
巡
ら
し
、
五
力
所
に
木
戸
が
あ
っ
た
。
 

現
在
、
城
の
遺
構
の
大
半
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
本 

丸
跡.

三
の
丸
跡.

第
一
中
学
校
周
辺
に
一
部
土
塁 

が
残
る
。
城
下
に
は
本
陣
跡.

問
屋
跡.

高
札
場
跡 

が
残
る
ほ
か
応
声
寺(
県
指
定
重
要
文
化
財
館
林
城 

鐘)
.

常
光
寺(
小
室
翠
雲
の
南
画)

•

五
宝
寺(
県
指 

定
重
要
文
化
財
不
動
ま
ん
だ
ら
板
碑)
.

大
道
寺(
生 

田
萬
父
祖
の
墓)
.

善
導
寺(
県
指
定
史
跡
榊
原
康
政 

の
墓)

等
の
多
く
の
寺
院
が
あ
る
。
ま
た
、
旧
上
毛 

モ
ス
リ
ン
本
館
や
田
山
花
袋
旧
居
等
の
近
代
化
遺
産 

も
あ
る
。

館林城門



【館
林
城
下
〜
松
原
〜
本
宿
〜

渕

上

〜

原

宿

〜

板

倉

〜

埼

玉

県

境

】

江
戸
ロ
を
出
て
少
し
行
く
と
新
宿
一
丁
目
の
交
差 

点
が
あ
る
。
道
は
こ
れ
を
左
折
し
東
へ
向
か
ぅ
。
松 

原
の
三
叉
路
は
追
分
け
で
右
へ
行
け
ば
赤
生
田
を
経 

て
千
津
井
、
飯
野
方
面
、
道
は
左
を
と
る
。

こ 

こ
に
は
道
し
る
べ
が
あ
り
「右̂

く
ろ 

せ
ん 
つ
い 

左
い
た
く
ら
こ
か
」
と
あ
る
。
追
分
の
少
し
先
の 

左
に
一
本
の
大
き
な
松
が
あ
る
。
さ
ら
に
東
へ
進
む 

と
左
手
に
曹
洞
宗
の
古
刹
普
済
寺
が
あ
る
。
寺
域
も 

広
く
、
茅
葺
き
の
山
門
を
入
る
と
市
指
定
の
銅
鐘
等 

が
あ
る
。
本
宿
へ
入
る
と
八
坂
神
社
、
宝
秀
寺
等
が 

あ
る
。
宝
秀
寺
境
内
に
は
「正
面
た
て
ば
や
志 

左 

ふ
じ
お
か
道 

右
こ
が
み
ち
」
の
道
し
る
べ
が
あ
る
。
 

東
北
高
速
自
動
車
道
を
く
ぐ
る
と
西
国
供
養
塔
の
道 

し
る
べ
が
あ
り
、
「西
た
て
ば
や
し
み
ち 

北
こ
加 

み
ち 

東
い
い
の
か
し
み
ち 

南
せ
ん
す
い
み
ち
」
 

と
あ
る
。
板
倉
町
渕
上
集
落
に
は
円
満
寺
が
あ
り
、
 

県
指
定
重
要
文
化
財
の
千
手
観
音
が
あ
る
。
道
は
原 

宿
集
落
を
過
ぎ
板
倉
集
落
へ
至
る
。
板
倉
高
校
東
に 

あ
る
宝
福
寺
は
坂
東
第
一
番
札
所
で
安
産
子
育
て
の 

板
倉
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
指
定
重
要 

文
化
財
の
親
鸞
上
人
の
弟
子
性
信
上
人
の
木
彫
り
座 

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
宝
福
寺
を
東
へ
行
っ
た
左 

手
に
「是
ょ
り
ら
い
で
ん
」
と
刻
ま
れ
た
自
然
石
が
あ 

る
。
雷
電
神
社
は
創
建
年
代
は
不
詳
だ
が
戦
国
末
か 

ら
江
戸
時
代
初
期
に
大
改
修
が
さ
れ
五
代
将
軍
綱
吉 

の
時
に
葵
の
御
紋
の
使
用
が
許
さ
れ
た
。
現
在
の
本 

社
.

拝
殿
は
文
政
一.
一(

一
八
一
九)

年
の
も
の
。
本
社 

の
裏
手
の
末
社
八
幡
宮.

稲
荷
神
社
社
殿
は
国
の
重

松原の道しるべ



要
文
化
財
。
雷
電
信
仰
は
水
と
の
関
係
が
深
く
、
関 

東
一
円
に
分
社
を
有
し
、
雷
電
講
の
人
々
の
参
詣
で 

賑
わ
ぅ
。
往
還
の
左
に
あ
る
荻
野
家
は
こ
の
地
方
の 

旧
家
で
代
々
惣
代
名
主
を
勤
め
た
。
荻
野
家
に
は
多 

く
の
古
文
書
や
県
指
定
重
要
文
化
財
の
阿
弥
陀
如
来 

座
像
を
有
す
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
板
倉
村
の
絵 

図
も
残
る
。
板
會
集
落
の
北
側
に
は
か
つ
て
は
東
西 

十
二
町
、
南
北
八
町
あ
っ
た
板
會
沼
が
あ
る
。
板
倉 

は
関
東
平
野
の
中
央
部
に
あ
っ
て
、
利
根
川
中
流
部 

の
代
表
的
な
低
湿
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
た
め
板
倉
の 

歴
史
は
水
と
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
海
老
瀬
地 

区
を
中
心
に
残
る
水
塚
や
揚
舟
が
そ
れ
を
ょ
く
物
語 

る
。
縄
文
時
代
に
は
こ
こ
ま
で
東
京
湾
が
入
り
込
ん 

で
お
り
、
群
馬
県
内
で
は
珍
し
い
貝
塚
が
残
る
。

板
倉
町
の
歴
史
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も
ぅ
一
つ
の
歴 

史
に
足
尾
鉱
毒
事
件
が
あ
る
。
渡
良
瀬
遊
水
地
や
被 

害
者
救
済
施
療
所
等
が
そ
れ
を
今
に
伝
ぇ
て
い
る
。

道
は
合
い
川
橋
手
前
で
右
へ
折
れ
川
を
渡
り
対
岸 

へ
出
た
。
堤
防
脇
に
あ
る
「西
た
て
ば
や
し 

向
ふ 

じ
お
か 

東
こ
が
」
と
書
か
れ
た
道
し
る
べ
を
見
な 

が
ら
埼
玉
県
北
川
辺
町
を
過
ぎ
六

km
で
古
河
へ
着 

く
〇

松原の道



■

日
光
例
幣
使
街
道
・
足
尾
銅
山
街
道
と
東
毛
の
道

古
戸
・
桐
生
道

古戸.桐生道は、絹織物の産地として知 
られる桐生から日光例幣使街道の太田宿を 
経て武蔵国幡羅郡妻沼へ通じる道筋のこと 
で、その間には渡良瀬川と利根川が流れ、 
それぞれに松原渡し・古戸渡しと呼ばれる 
渡船場があった。この道は妻沼からさらに 
中山道熊谷宿に出て江戸へ通じていたので 
江戸道とも言われる。道筋の発達は中世の 
頃からと言われるが、近世においては太田 
金山で採取された松茸の江戸城への輸送路 

として利用された。松茸の献上は、寛永6 
(1629)年館林藩主松平忠次が3代将軍家光 

’に献上したのが始まりと伝えられ、以降、 
幕末に至るまで毎年3回から後には7回行 
われた。輸送にあたっては幕府老中の証文 
が発行され、太田から古戸•妻沼村を経て 
中山道の宿場を継送りされた。この道筋は 
また近世中期以降、桐生織物の隆盛に伴っ 
て江戸との交通が盛んになると、桐生と江 
戸とを結ぶ織物の輸送路として発達した。 
桐生の絹織物の輸送には水陸両路があり、 
水路では渡良瀬川の北猿田河岸から水運が 
利用され、飛脚問屋である京屋・島屋など 
の主要な往来路となった。ただ古戸•妻沼 
間の利根川渡船が不通の時には、さらに下 
流の)11俣回りの道筋が利用された。



【古

戸

河

岸(

太

田

市

古

戸)

】

古
戸
河
岸
は
元
禄
三
二 

六
九
〇)

年
の
文
書
に
初 

見
し
、
古
戸
道
の
継
場
と
し
て
栄
え
た
。
河
岸
場
は 

利
根
川
に
か
か
る
刀
水
橋
の
少
し
上
流
の
堤
防
内
に 

あ
っ
た
。
古
戸
に
は
原
口
家
と
江
原
家
の
二
軒
の
問 

屋
が
あ
っ
た
。
二
軒
と
も
現
在
は
堤
防
の
外
側
に
あ 

る
が
、
こ
れ
は
明
治
四
十
三(

一
九
一
〇)

年
の
大
洪 

水
以
降
に
移
っ
た
も
の
。
原
口
家
に
は
看
板
や
文
書 

が
残
っ
て
い
る
。
主
な
荷
物
と
し
て
は
廻
米(
年
貢 

米)

輸
送
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
に
大
豆
な
ど
も
あ
っ 

た
。
移
入
品
と
し
て
は
味
噌.

醤
油.

砂
糖.

雑
貨 

類
な
ど
。
古
戸
河
岸
か
ら
江
戸
ま
で
は
約
十
九
里
、
 

風
が
吹
く
な
ど
多
少
時
間
を
浪
費
す
る
と
、
古
戸
を 

出
帆
し
て
江
戸
ま
で
は
約
六
日
間
を
要
し
た
。

【古

戸

〜

太

田

宿(

太

田

市)

】

八
瀬
川
を
越
え
る
と
巨
木
の
繁
る
大
き
な
屋
敷
が 

見
え
る
。
か
つ
て
の
代
官
屋
敷
で
、
建
物
は
新
し
い 

が
屋
敷
の
北
側
に
土
塁
が
残
る
。
こ
の
南
に
長
勝
寺 

が
あ
り
、
寺
の
南
側
に
百
庚
申
が
あ
る
。
こ
の
街
道 

筋
で
は
唯
一
の
百
庚
申
で
、
万
延
元(

一
八
六
〇)

年 

の
造
立
で
あ
る
。

【太
田
宿
〜
松
原
渡
し(
太
田
市
〜
桐
生
市)

】

例
幣
使
街
道
太
田
宿
と
古
戸.

桐
生
道
と
が
交
差 

す
る
と
こ
ろ
に
は
か
つ
て
高
札
場
が
あ
っ
た
。
こ
こ 

か
ら
熊
野
の
追
分
ま
で
は
「母
衣
輪(

ほ
ろ
わ)

道
」
と

高林の代官屋敷(富沢家)



呼
ば
れ
る
。
「ほ
ろ
わ
道
」
の
じ
い
坂
と
呼
ば
れ
る
坂 

を
上
り
き
っ
た
右
手
に
受
楽
寺
が
あ
る
。
こ
こ
に
は 

岸
亦
八
作
と
さ
れ
る
欄
間
彫
刻
が
あ
る
。
こ
こ
を
左 

折
し
、
大
光
院
の
北
に
金
竜
寺
が
あ
る
。
金
竜
寺
は 

応
永
年
間(

一
三
九
四
〜
一
四
二
八)

に
新
田
義
貞
の 

三
男
義
宗
の
子
横
瀬
貞
氏
が
父
祖
追
善
の
た
め
に
開 

い
た
と
さ
れ
る
。
境
内
に
は
由
良
氏
関
係
の
五
輪
塔
、
 

義
貞
供
養
塔
等
が
あ
る
。
金
竜
寺
前
の
道
を
上
り
詰 

め
る
と
国
指
定
史
跡
金
山
城
跡
で
あ
る
。
旧
道
に
戻" 

り
熊
野
の
追
分
を
左
に
行
く
。
こ
こ
か
ら
国
道
に
交 

わ
る
ま
で
の
約
一

km
ほ
ど
は
比
較
的
旧
状
を
し
の
ば 

せ
る
。
道
は
亀
山
の
裾
野
を
抜
け
東
金
井
か
ら
東
今 

泉
へ
と
進
む
。
東
今
泉
の
国
道
の
東
に
曹
源
寺
が
あ 

る
。
こ
こ
の
観
音
堂
は
日
本
三
栄
螺
堂
と
し
て
有
名 

で
あ
る
。
こ
の
曹
源
寺
を
は
じ
め
、
こ
の
近
く
の
永 

福
寺.

瑞
岩
寺.

勘
兵
衛
屋
敷.

照
明
寺
跡.

大
日 

塚
等
に
は
名
号(
角)

塔
婆
が
あ
る
。
角
塔
婆
の
分
布 

は
県
内
で
は
太
田
市
と
桐
生
市
の
み
に
限
定
さ
れ
、
 

全
部
で
二
十
五
基
あ
る
ぅ
ち
の
十
四
基
が
こ
の
街
道 

沿
い
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
分
布
は
鎌
倉
〜
室
町
時
代 

の
菌
田
荘
に
関
係
す
る
土
地
で
あ
る
。

道
は
や
が
て
丸
山
宿
へ
至
る
。
こ
こ
は
古
戸.

桐 

生
道
で
唯
一
の
伝
馬
継
立
場
で
、
古
戸.

桐
生
道
と 

東
山
道
と
推
定
さ
れ
る
伊
勢
崎.

足
利
線
の
交
差
す 

る
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
宿
通
り
沿
い
南
側
が 

広
い
空
き
地
で
昔
日
の
宿
場
集
落
を
偲
ば
せ
る
。
宿 

通
り
の
た
ば
こ
や
の
角
か
ら
道
は
北
へ
進
む
。
国
道 

五
〇
号
バ
イ
パ
ス
に
出
る
。
こ
れ
を
越
え
る
と
渡
瀬 

川
の
堤
防
が
目
に
入
る
。
こ
こ
が
か
つ
て
の
松
原
の 

渡
し
で
、
綱
づ
た
い
の
渡
船
で
対
岸
境
野
へ
渡
っ
た
。
 

バ
イ
パ
ス
を
越
え
な
い
で
左
へ
進
む
と
上
野
十
二
社 

の
一
つ
加
茂
神
社
や
国
指
定
重
要
文
化
財
の
彦
部
家 

住
宅
が
あ
る
。

母衣輪道



【桐
生
市
街
】

桐
生
新
町
は
天
正
十
九
二 

五
九
一)

年
か
ら
慶
長
十
一(

一
六
〇
六)

年 

に
わ
た
り
幕
府
の
代
官
大
久
保
長
安
の
手
代
大
野
八
右
衛
門
が
旧
桐
生 

領
五
十
四
ケ
村
の
中
心
的
町
場
と
し
て
、
荒
戸
村
に
建
設
し
た
在
郷
町 

で
あ
る
。
桐
生
天
満
宮
を
町
頭
と
し
て
、
南
北
十
三
町
を
町
人
地
と
し 

て
、
円
満
寺
北
の
丘
陵
に
陣
屋
を
構
え
た
。
こ
の
町
を
特
徴
づ
け
る
の 

が
南
北
十
三
町
に
及
ぶ
直
線
道
路
と
そ
の
両
側
に
並
ぶ
屋
敷
群
で
あ
る
。
 

屋
敷
割
り
は
間
口
七
間
、
奥
行
き
四
十
間
を
基
準
と
し
た
と
さ
れ
る
。
 

新
町
成
立
後
は
、
年
一
回
天
満
宮
を
中
心
と
し
て
酉
の
市
が
開
か
れ
、
 

当
初
は
雑
榖.

野
菜.

魚
介
類.

雑
貨
品
な
ど
の
日
用
品
で
あ
っ
た
が
、
 

や
が
て
付
近
の
養
蚕
地
帯
を
背
景
と
し
て
繭.

生

糸.

絹
織
物
が
取
り 

引
き
さ
れ
た
。

'

桐
生
は
「西
の
西
陣
東
の
桐
生
」
と
称
さ
れ
た
織
物
の
町
で
あ
る
。
 

こ
の
た
め
市
内
に
は
織
物
産
業
を
基
盤
と
し
た
近
代
化
遺
産
が
多
く
見 

ら
れ
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。

有鄰館南



日
光
へ
の
脇
往
還

日光は、古来、勝道上人によって開かれた押 

仏習合の道場として、奈良時代から1つの霊場 

とされてきた。神宮寺・四本龍寺・本宮ぢつく 

られ、やがて中禅寺が中世における観音信仰の 

巡礼札所となったことも加わり、一般信仰者が 

訪れるようになった。さらに江戸時代になり東 

照宮が建立されると日光への道は重要な意味を 

持つようになり、公的な街道として5街道の1 
つである日光街道や例幣使街道が整備された。 

しかし、これらの道とは別に日光への道として 

「日光」を冠する道路がいくつもある。本県では 

以下の3道がその代表的なものである。



■

日
光
へ
の
脇
往
還

館
林
道

武蔵国忍城下から新郷川俣関所を経 

て利根川を渡り、さらに邑楽郡川俣村 

から館林城下を抜け、下早川田村で渡 

良瀬川を渡り、下野国佐野の天明宿で 

日光例幣使街道に合流する道筋で、館 

林道ともいわれる。日光脇往還は元和 

3 (1617)年3月、徳川家康の遺霊を 

駿河国久能山から日光山へ改葬した時 

の道として知られる。以降、在府の諸 

大名が日光へ参詣した時の復路、藤沢 

の遊行上人の通行、あるいは承応元 

(1652)年以降は八王子千人同心が日光 

山火の番衆として往来するなど、大名 

や武家の往来が多かった。



【川
俣
関
所(

埼
玉
県
羽
生
市)

】

武
州
北
埼
玉
郡
上
新
郷
村
別
所(
羽
生
市
別
所)

に
あ 

っ
た
関
所
。
利
根
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
明
和
村
川
俣
が 

あ
り
「新
郷
川
俣
関
所
」と
も
い
う
。
中
山
道
を
鴻
巣
で 

分
か
れ
て
日
光
に
至
る
日
光
脇
往
還
の
利
根
川
渡
船
場 

に
設
け
ら
れ
た
。
後
に
は
利
根
川
本
流
の
水
運
に
対
し
、
 

中
川
と
並
ん
で
川
船
荷
物
の
改
め
を
行
っ
た
川
関
所
。
 

慶
長
十
五(

一
六
一
〇)

年
忍
藩
が
番
士
を
常
駐
さ
せ
、
 

元
和
ニ
ニ
六
一
六)

年
幕
府
は
常
船
場
を
定
め
、
通
行 

者
の
取
り
締
ま
り
を
命
じ
た
。

【川
俣
河
岸■

渡
し(

邑
楽
郡
明
和
村)

】

河
岸
の
起
源
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
対
岸
の
別
所 

に
関
所
が
置
か
れ
た
慶
長
年
間
頃
と
思
わ
れ
る
。
河
岸 

に
は
藤
野
家
と
福
田
家
の
二
軒
の
問
屋
が
あ
っ
た
。
元 

禄
三(

一
六
九
〇)

年
の
江
戸
ま
で
の
廻
米
運
賃
は
、
米 

百
石
に
つ
き
二
石
九
斗
。
幕
末
近
く
に
は
館
林
藩
四
十 

八
ヶ
村
の
う
ち
二
十
七
ヶ
村
の
年
貢
が
川
俣
河
岸
か
ら 

江
戸
に
送
ら
れ
た
。
毎
月
六
斎(
六
日
ご
と)

に
江
戸
に 

船
出
し
、
下
り
荷
は
年
貢•

薪
木.

大
島
の
瓦
、
登
り 

荷
は
日
用
品
一
切
で
あ
っ
た
。
江
戸
河
口
ま
で
の
所
要 

時
間
は
行
き
に
二
十
時
間
、
帰
り
に
三
日
で
あ
っ
た
。
 

川
俣
河
岸
は
大
正
ニ
ニ
九
二
一
年
の
利
根
川
の
改
修 

に
ょ
り
河
岸
か
ら
上
が
っ
た
。
今
で
も
河
原
に
柳
の
木 

が
あ
る
が
、
そ
の
前
が
河
岸
で
あ
っ
た
と
い
う
。

川
俣
の
渡
し
は
、
川
俣
と
対
岸
の
別
所
を
連
絡
し
て 

い
た
。
江
戸
時
代
の
「関
東
一
六
渡
津
」
の
一 •
つ
で
、
日 

光
脇
往
還
の
利
根
川
の
渡
し
で
あ
っ
た
。
渡
し
賃
は
旅 

人
一
人
三
十
二
文
、
武
士
は
無
料
、
近
在
の
人
は
米
で 

納
め
た
。
明
治
二
十
八
二
八
九
五)

年
に
舟
橋
が
で
き 

橋
銭
を
と
っ
た
が
利
益
が
あ
が
ら
ず
、
昭
和
四(

一
九 

二
九)

年
に
初
代
の
昭
和
大
橋
が
で
き
た
。

川俣関所跡



【川
俣
宿(

邑
楽
郡
明
和
村)

】

埼
玉
県
側
か
ら
昭
和
橋
を
渡
り
、
堤
防
の
右
下
に 

降
り
た
と
こ
ろ
が
川
俣
宿
で
あ
る
。
宿
入
口
の
道
路 

西
側
に
本
陣
塩
谷
家
が
あ
る
。
堤
防
拡
幅
の
際
、
母 

屋
を
後
ろ
に
引
き
一
部
壊
さ
れ
た
が
、
門
や
塀
、
天 

井
の
高
い
座
敷
に
往
時
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き 

る
。
本
陣
の
道
路
東
に
真
如
院
が
あ
る
。
足
尾
鉱
毒 

事
件
で
起
き
た
明
治
三
十
三(

一
九
〇
〇)

年
の
川
俣 

事
件
で
負
傷
し
た
被
害
農
民
の
治
療
が
行
わ
れ
た
。
 

本
陣
北
に
あ
る
粟
島
神
社
は
、
川
俣
宿
の
鎮
守
と
し 

て
栄
え
た
。
本
陣
か
ら
三
〇
〇m
行
く
と
道
路
東
に 

問
屋
が
あ
り
、
土
蔵.

門
が
残
る
。
高
札
場
も
あ
っ 

た
が
位
置
が
確
認
で
き
な
い
。

【大
佐
貫
〜
矢
島
〜
青
柳
〜

小
桑
原
集
落
〜
館
林
城
下
】

明
和
村
大
佐
貫
集
落
の
長
良
神
社
と
東
光
神
社
周 

辺
は
、
鎌
倉
時
代
の
御
家
人
佐
貫
氏
館
跡
と
い
わ
れ 

て
い
る
。
矢
島
集
落
の
民
家
に
は
永
仁
三
ニ 

ニ
九 

五)

年
の
銘
を
も
つ
阿
弥
陀
三
尊
の
板
碑
が
あ
り
、
 

村
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
富
士
山
供 

養
塔
は
川
俣
本
陣
の
塩
谷
新
八
郎
が
建
て
た
も
の 

で
、
こ
こ
に
は
一
里
塚
が
あ
っ
た
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

矢
田
川
を
渡
る
と
館
林
市
青
柳
集
落
で
、
橋
の
た

も- 

と
に
は
か
つ
て
柳
の
大
木
が
あ
っ
た
。
竜
積
寺
に
は 

「は
し
か
地
蔵
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
青
柳
処
刑 

場
に
あ
っ
た
も
の
で
「首
切
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

川俣宿



青
柳
集
落
の
東
一

km
に
は
分
福
茶
釜
で
有
名
な
茂
林 

寺
が
あ
る
。
茂
林
寺
は
応
仁
ニ
ニ
四
六
八)

年
赤
井 

照
光
の
開
基
と
い
わ
れ
る
。

青
柳
駐
在
所
前
で
道
は
二
股
に
分
か
れ
る
が
、
道 

は
右
に
進
む
。
こ
の
少
し
先
か
ら
遍
照
寺
ま
で
の
延 

長
一.

五

km
に
及
び
杉
並
木
が
あ
っ
た
。
杉
並
木
跡 

を
行
く
と
道
路
左
に
密
蔵
寺
の
参
道
が
あ
る
。
密
蔵 

寺
境
内
に
は
欠
損
し
た
頭
部
に
空
輪
が
の
る
「首
な 

し
子
育
地
蔵
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
北
上
し
東
部
伊
勢 

崎
線
〇
踏
切
を
横
切
る
と
左
手
に
「富
士
浅
間
入
口 

道
」
と
刻
ま
れ
た
道
標
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
西
一

km 

に
富
士
嶽
神
社
が
あ
る
。
神
社
の
初
山
大
祭
は
五
月 

三
十
一
日
か
ら
六
月
一
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
参
詣 

者
は
毎
年
六
月
以
降
に
生
ま
れ
た
子
供
を
連
れ
て
近 

郷
近
在
か
ら
来
る
。
そ
し
て
子
供
の
額
に
打
出
の
小 

槌
衫
の
神
印
を
押
し
て
も
ら
ぅ
。
子
供
の
成
長
を
祈 

願
す
る
も
の
。
遍
照
寺
は
当
初
明
和
村
矢
島
に
あ
っ 

た
も
の
を
榊
原
康
政
が
現
在
地
に
移
し
、
祈
願
寺
と 

し
た
。

茂林寺



【館
林
城
下
〜
下
早
川
田
集
落(

館
林
市)

】

佐
野
ロ
の
坂
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
馬
頭
観
音
兼
道 

標
が
あ
る
。
「右

さ

の

と

ち

ぎ

道

左

か

ん

ま

ひ 

こ
間
道
」
と
あ
り
、
こ
の
道
筋
で
は
社
寺
入
り
口
の 

道
標
を
除
く
と
唯
一
の
も
の
。
下
早
川
田
集
落
に
入 

り
堀
を
渡
っ
て
西
に
一

km
ほ
ど
行
く
と
下
早
川
田
の 

鎮
守
神
明
宮
が
あ
る
。

【早
川
田
河
岸(

館
林
市
下
早
川
田)

】

館
林
市
下
早
川
田
字
島
ノ
内(
左
岸)

と
道
上.

道 

下(
右
岸)

と
渡
良
瀬
川
を
挟
ん
で
あ
っ
た
。
河
岸
の 

起
源
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
十
七
世
紀
初
期
に
は 

成
立
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
左
岸
島
ノ
内
に 

は
足
尾
鉱
毒
事
件
の
時
に
、
被
害
農
民
の
集
会
場
と 

な
っ
た
雲
竜
寺
や
河
岸
の
船
積
問
屋
だ
っ
た
二
軒
の 

原
家
が
残
る
。

下早川田集落



■

日
光
へ
の
脇
往
還

大
胡
道

日光例幣使街道の五料宿から利根川 

を渡り、柴宿で分かれて北上し、駒形 

町から大胡・室沢・板橋さらに神梅へ 

至り、ここで足尾銅山街道に合流した。 

足尾からは細尾峠を越えて日光山内に 

出るが、この道は一般庶民の参詣道で 

あるばかりではなく、赤城山南麓の 

村々と利根)11の五料河岸とを結ぞ商荷 

物の輸送路として利用されたようであ 

る〇



【柴
宿(

例
幣
使
街
道
か
ら
の
分
岐)

〜
駒
形
宿(

伊
勢
崎
市
〜
前
橋
市)

】

柴
宿
の
西
に
あ
る
八
幡
宮
で
例
幣
使
街
道
と
分
か 

れ
道
は
北
へ
進
む
。
田
中
集
落
に
は
諏
訪
神
社.

連 

取
の
笠
松
な
ど
が
あ
る
。
稲
荷
町
は
昔
今
村
と
い
い
、
 

那
波
氏
の
居
城
今
村
城
が
あ
っ
た
。
今
村
神
社
も
那 

波
氏
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
最
初
は
愛
宕
神
社
と
い 

っ
た
。
駒
形
宿
へ
入
る
交
差
点
に
は
六
文
棒
と
呼
ば 

れ
る
「南
柴
本
庄 

東
東
京
い
せ
崎
道
」
と
書
か
れ
た 

天
保
の
道
し
る
べ
が
あ
る
。
「東
京
」
は
後
で
改
変
さ 

れ
た
も
の
で
あ
る
。

【駒
形
宿(

前
橋
市
駒
形
町)

】

慶
安
元
二
六
四
八)

年
に
東
善
養
寺
村
か
ら
数
戸 

が
移
り
住
み
、
こ
の
地
に
新
田
を
開
い
た
の
が
駒
形 

の
発
祥
。
四
年
後
に
は
戸
数
四
戸
、
名
主
も
立
ち
正 

式
な
村
と
な
る
。
天
和
二(

一
六
八
二)

年
問
屋
が
置 

か
れ
馬
継
所
と
な
る
。
本
陣
は
名
主
三
郎
右
衛
門
宅 

が
兼
ね
る
。
宿
は
、
上
.

中
.

下
の
三
町
に
分
け
ら 

れ
、
明
治
三
二 

八
七
〇)

年
に
一 

丁
目
か
ら
六
丁
目 

に
改
め
た
。

宿
内
に
は
駒
形
神
社.

酒
屋.

劇
場
「駒
形
座
」
跡 

等
が
あ
る
。
駒
形
神
社
は
日
吉
山
王
神
を
勧
請
し
、
 

駒
形
宿
の
氏
神
に
し
た
も
の
。
境
内
に
は
伏
見
稲
荷 

の
本
殿.

太
々
神
楽
殿
も
あ
る
。
駒
形
に
は
近
江 

屋
.

叶
屋.

柿
崎
屋
の
三
軒
の
酒
屋
が
あ
る
。
近
江 

屋
は
元
禄
六
二
六
九
三)

年
に
近
江
か
ら
移
り
住
み

六文棒の道しるべ



酒
屋
を
始
め
た
。
間
に
駒
形
座
は
明
治
四
十
四(

一
 

九
ー
ー)

年
に
完
成
し
劇
場
で
、
今
も
板
塀
の
あ
る 

古
い
建
物
が
残
る
。

【駒
形
宿
〜
大
胡
宿

(

前
橋
市
〜
勢
多
郡
大
胡
町)

】

駒
形
五
丁
目
で
道
は
北
へ
曲
が
り
、
小
屋
原.

芄 

井
.

小
島
田
集
落
へ
と
続
く
。
小
島
田
集
落
で
は
あ 

ず
ま
道
と
合
流
す
る
。
付
近
に
は
道
し
る
べ
が
あ
る
。
 

道
は
、
富
田
を
経
て
大
胡
町
茂
木
集
落
を
経
て
大
胡 

宿
へ
至
る
。

【大
胡
宿(

勢
多
郡
大
胡
町)

】

大
胡
宿
は
日
光
裏
街
道.

伊
勢
崎
街
道
の
ほ
か
、
 

赤
城
街
道.

米
野
街
道
等
が
通
じ
て
お
り
、
多
く
の 

旅
人
の
往
来
で
賑
わ
っ
た
。
宿
場
の
中
央
に
は
か
つ 

て
水
路
が
通
っ
て
い
た
。
市
は
三
と
八
の
六
斎
市
が
、
 

中
宿.

上
宿
で
開
か
れ
て
い
た
。
大
胡
宿
の
北
の
丘 

陵
上
に
は
大
胡
城
跡
が
あ
る
。
大
胡
城
は
中
世
に
大 

胡
氏
に
ょ
っ
て
築
城
さ
れ
、
天
正
十
八(

一
五
九
〇) 

年
に
徳
川
家
康
の
関
東
入
封
に
伴
い
牧
野
康
成
が
大 

胡
藩
二
万
石
で
封
じ
ら
れ
た
。
元
和
四(

一
六
一
八) 

年
、
牧
野
氏
が
長
岡
藩
に
転
封
さ
れ
廃
城
と
な
っ
た
。

大胡宿の町並



【室

沢

宿
(

勢
多
郡
粕
川
村)

】

室
沢
宿
は
県
道
上
神
梅.

大
胡
線
沿
い
に
南
北
五 

0
0
 m

の
路
村
形
態
を
と
り
、
宿
の
両
側
に
石
垣
で 

囲
ま
れ
た
家
並
が
建
ち
並
ぶ
。
名
主
を
し
た
河
原
氏 

や
宿
の
上
に
あ
る
叶
屋
所
有
の
蔵
は
み
ご
と
で
あ 

る
。
現
在
も
宿
に
は
屋
号
で
呼
ば
れ
る
家
が
十
軒
ほ 

ど
あ
る
。

【室
沢
宿
〜
深
沢
集
落

(

銅
山
街
道
と
の
合
流)

】

室
沢
の
家
並
み
を
通
り
抜
け
る
と
全
徳
寺
前
で
三 

本
辻
に
出
る
。
そ
こ
に
は
庚
申
塔
兼
道
し
る
べ
が
あ 

り
、
「右

日

光

道

左

湯

之

沢

三

夜

沢

」
と
あ
る
。
 

道
し
る
べ
に
従
い
日
光
道
を
進
む
。
兎
川
を
渡
る
と 

新
里
村
に
入
り
、
や
が
て
板
橋
集
落
に
至
る
。
板
橋 

を
過
ぎ
高
泉
集
落
を
経
て
深
沢
集
落
へ
至
る
が
、
高 

泉
集
落
に
は
旅
人
が
一
息
入
れ
た
休
み
場
と
言
わ
れ 

る
小
高
い
丘
が
あ
る
。

室沢宿の町並



■

日
光
へ
の
脇
往
還

根
利
道

根利道は、根利から赤城山の東側中 

腹を越える山中の道で利根郡から山田 

郡大間々宿へ集荷する繭を中心とした 

経済道路であった。また、この道は利 

根郡から日光や古峯が原への信仰道路 

として日光道(日光裏街道)と称するが、 

大間々道とも、大間々近辺からは根利 

道とも呼んだ。大間々へ行くのは鹿野 

を通って水沼へ、日光へ行くには小中 

へ出て、共に銅山街道に合流した。



【大
原
宿(

会
津
街
道
と
の
分
岐)

〜

根
利
宿(

利
根
郡
利
根
村)

】

大
原
か
ら
片
品
川
を
土
橋
の
島
古
井
橋
を
渡
り
、
 

島
古
井
集
落
へ
出
た
。
島
古
井
は
戸
数
十
戸
足
ら
ず 

の
小
さ
な
集
落
。
島
古
井
集
落
で
は
追
貝
集
落
か
ら 

片
品
川
左
岸
を
南
下
し
、
大

楊.

老
神
を
経
て
く
る 

道
と
合
流
す
る
。
こ
の
交
差
点
か
ら
は
旧
状
を
ょ
く 

と
ど
め
る
。
こ
れ
を
穴
原
集
落
へ
向
か
っ
て
上
っ
て 

い
く
。

【根
利
宿(

利
根
郡
利
根
村)

】

根
利
は
会
津
裏
街
道
と
日
光
裏
街
道
と
の
交
差
点 

で
、
人
馬
の
往
来
で
賑
わ
っ
た
。
天
明
五
二 

七
八 

五)

年
に
は
戸
数
約
百
戸
。
街
道
と
根
利
と
の
結
び 

つ
き
は
強
く
、
最
近
ま
で
根
利
の
人
々
の
婚
姻
圏
は 

沼
田
方
面
ょ
り
も
勢
多
郡
方
面
が
多
か
っ
た
。
行
政 

的
に
も
昔
は
勢
多
郡
に
属
し
て
い
た
が
、
今
は
利
根 

郡
で
あ
る
。
屋
号
を
も
つ
家
が
多
く
繭
を
扱
っ
た
小 

林
家
は
「問
屋
」
、
質
屋
し
て
い
た
新
井
家
は
「三
井 

屋
」
、
薬
屋
の
小
林
家
は
「奇
応
丸
」
、
旅
館
の
田
上 

家
は
「越
後
屋
」
と
呼
ば
れ
た
。
奇
応
丸
の
小
林
家
は 

日
本
三
大
奇
応
丸
の
一
つ
に
数
ぇ
ら
れ
た
。

利根集落



【根
利
宿
〜
寒
戸
集
落

(

利
根
郡
利
根
村
〜
黒
保
根
村)

】

根
利
を
出
た
道
は
二
叉
沢
に
沿
っ
て
上
が
っ
て
い 

く
。

コ
デ
ヤ
峠
の
頂
上
付
近
に
は
大
き
な
植
の
木
が 

あ
り
、
そ
の
下
に
は
十
二
山
神
の
石
祀
が
あ
る
。
峠 

を
下
り
小
黒
川
を
渡
り
、
寒
戸
川
筋
に
入
る
。
や
が 

て
寒
戸
集
落
に
至
る
。
昔
は
か
な
り
人
家
も
あ
っ
た 

が
、
今
で
は
星
野
家
と
小
林
家
の
二
軒
だ
け
で
あ
る
。
 

星
野
家
は
か
つ
て
の
本
陣
で
、
小
林
家
は
馬
宿
を
し 

て
い
た
。

【寒
戸
集
落
〜
柏
山
集
落

(

利
根
郡
黒
保
根
村)

】

大
戸
集
落
を
出
て
麦
久
保
集
落
を
過
ぎ
、
平
棚
と 

呼
ば
れ
る
平
坦
地
へ
出
る
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
立
場 

が
あ
っ
た
。
高
槽
川
を
渡
り
、
道
は
県
道
と
重
な
り 

鹿
野
川
を
越
え
る
。
こ
こ
が
鹿
野
集
落
で
集
落
に
は 

石
垣
の
上
に
土
蔵
だ
け
を
残
す
新
井
家
の
「問
屋
」
跡 

が
あ
る
。
鹿
野
に
は
今
も
古
い
大
き
な
民
家
が
多
く 

残
る
。
鹿
野
集
落
か
ら
県
道
沿
い
を
下
る
と
柏
山
集 

落
へ
入
る
。

「大
笠
」
と
呼
ば
れ
る
尾
池
住
夫
氏
宅
は 

ひ
と
き
わ
目
に
付
く
大
き
な
家
で
風
格
が
あ
る
。
柏 

山
は
近
年
ま
で
根
利
と
大
間
々
の
中
継
地
と
し
て
大 

い
に
栄
え
た
。
昔
は
集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が
馬
方 

し
て
い
た
。
問
屋
は
尾
池
徳
三
郎
氏
の
家
で
、
炭
問 

屋
と
し
て
富
を
築
き
「根
利
の
尾
池
か
、
尾
池
の
根 

利
か
」
と
言
わ
れ
た
。

寒戸集落



【柏
山
集
落
〜
深
沢
集
落(

銅
山
街
道

と
の
合
流)
(

利
根
郡
黒
保
根
村)

】

柏
山
集
落
を
県
道
に
沿
っ
て
下
り
赤
城
神
社
近
く 

で
右
へ
折
れ
沢
へ
出
る
。
こ
の
沢
を
渡
り
左
に
折
れ 

沢
づ
た
い
を
下
る
。
こ
の
当
た
り
は
近
年
ま
で
利
用 

さ
れ
て
い
た
の
で
比
較
的
旧
状
を
よ
く
と
ど
め
る
。
 

曲
が
り
く
ね
り
な
が
ら
下
り
て
い
き
、
左
に
進
み
本 

宿
を
過
ぎ
、
や
が
て
深
沢
集
落
へ
出
る
。

柏山集落
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